
きらめく感性　つくりだす喜びきらめく感性　つくりだす喜びきらめく感性　つくりだす喜び
～ 未来をひらく授業づくり　「深い学び」の探求 ～

埼玉県のマスコット

美 連 令和元年度 1600部
編集・発行 埼玉県美術教育連盟 中 川 昇 次
印 刷 関東図書� さいたま市南区別所3－1－10 電話048－862－2901

美

連

№
43

き
ら
め
く
感
性

つ
く
り
だ
す
喜
び
〜
未
来
を
ひ
ら
く
授
業
づ
く
り
「
深
い
学
び
」
の
探
求
〜－

〈
2
年
次
〉－

美 連 №43

－〈2年次〉－

埼 玉 県 美 術 教 育 連 盟

ＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ



目 次

あいさつ 埼玉県美術教育連盟長 ………………………………… 中 川 昇 次 … 2

埼玉県教育局市町村支援部義務教育指導課指導主事 … 中 和 馬 … 3

さいたま市教育委員会学校教育部指導1課主任指導主事 … 小 川 直 生 … 3

身体障害者福祉のための児童生徒美術展 特別賞作品より ……………………………… 4

郷土を描く児童生徒美術展 特別賞作品より ……………………………… 6

埼玉県児童生徒美術展中央展（昨年度の出品作品等） ……………………………………… 8

記録Ⅰ 県造形教育大会 活動風景 ………………………………………… 9

造形教育研究大会基調報告 ……………………………… 研究部長 山 田 一 文 … 11

造形教育研究大会 造形教育大会を終えて 大会実施委員長 久 松 丈 記 … 13

開催要項 ……………………………………………………………… 14

大会役員 ……………………………………………………………… 16

Part1 分科会の提案（第1～第4分科会） …………………… 18

Part2 各コースの提案（Aコース～Eコース） ……………… 34

記録Ⅱ 令和元年度埼玉県美術教育連盟役員 …………………………………………… 44

令和元年度埼玉県美術教育連盟会則 …………………………………………… 46

令和元年度事業概要 ……………………………………………………………… 47

※注意…以下の項目については、経費削減のため42号からカットしました。

各項目については総会等の会議でご報告させていただきます。

埼玉県造形教育研究大会のあゆみ

関東甲信越静地区造形教育研究大会のあゆみ

全国造形教育研究大会のあゆみ

身体障害者福祉のための児童生徒美術展

郷土を描く児童生徒美術展

研究大会、美術展等の開催状況と今後の計画

関東甲信越静地区造形教育研究大会 都道府県別開催状況

令和元年度 市町村別学校数

埼玉県美術教育連盟の足跡を顧みて
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子どものための授業づくりをめざして
埼玉県美術教育連盟長 中 川 昇 次

令和元年度を締めくくるに当たり、埼玉県美術教育連盟の

各事業に多大なるご尽力をいただいた役員の皆様と諸先生方

に深くお礼を申し上げます。どの事業も充実した内容で終了

することができました。ありがとうございました。

今年度を振り返りますと、第61回埼玉県造形教育研究大会

を、8月6日・7日に、埼玉大学教育学部附属小学校を会場

にして開催しました。研究主題「きらめく感性 つくりだす

喜び ～未来をひらく授業づくり 『深い学び』の探求～」

の下、授業実践研究会（1日目）と創造体験研修会（2日目）

を実施しました。授業実践のどの分科会も、創造体験のどの

研修コースも、これまでの研究大会の取組を基盤として、子

どもに必要な資質・能力を明確にし、その育成に向けた授業

の実践につながる内容でした。また、新学習指導要領が示す

「主体的・対話的で深い学び」の視点で授業改善を行うため

の参考となるものでした。ご支援とご協力をいただきました、

さいたま市教育委員会、運営を担っていただきました、さい

たま市の先生方に深く感謝を申し上げます。この成果を活か

し、本研究の一層の充実を図ってまいります。

展覧会におきましては、東松山市立松山第一小学校を会場

に身体障害者福祉のための第61回埼玉県児童生徒美術展覧会、

本庄市立本庄東小学校を会場に第54回郷土を描く児童生徒美

術展中央展覧会が開催されました。また、埼玉県小・中学校

等児童生徒美術展の地区展を県下10会場で、中央展を埼玉県

立近代美術館で開催しました。どの展覧会も、多くの方々に

来場いただき、子どもの豊かな感性と創造的な技能や表現を

感じ取っていただけたものと確信いたします。主催団体、当

該地区の教育委員会、運営いただいた関係の皆様、誠にあり

がとうございました。

今後は、研究主題に基づき、さらに指導方法の工夫や改善

に取り組み、未来をひらく子どものための授業づくりをいっ

そう進めていくことが必要です。会員の先生方には、自主的

な研修や校内研修等、様々な研修の折に、この点についても

取り入れ、検討をしていただくことをお願いいたします。

結びに、本連盟の取組に多くのご指導とご協力を賜りまし

た埼玉県教育局、さいたま市教育委員会を始め各市町教育委

員会に深く感謝を申し上げ、挨拶といたします。
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授業と学習評価の見直し
埼玉県教育局市町村支援部義務教育指導課

指導主事 中 和 馬

埼玉県美術教育連盟「美連№43」が刊行されますことを、心からお喜び申し上げ
ます。貴連盟におかれましては、永年にわたり、埼玉県の造形教育の発展のために
真摯に取り組まれ、多大な成果をあげられてきましたことに深く敬意を表します。
さて、小学校においては、来年度の新学習指導要領全面実施に向けて、年間指

導計画の作成や題材・教材研究を推進いただき、中学校においては、令和3年度の全面実施を控え、「造
形的な見方・考え方」を働かせる授業に向けた改善が行われていることと思います。7月に行われた埼
玉県教育課程説明・協議会では、評価規準の作成方法や、評価場面等について協議をしていただきまし
たが、学習評価を行うに当たっては、「児童生徒の学習改善につながるもの」「教師の授業改善につな
がるもの」「必要性・妥当性が認められないものは見直しを行っていく」の3つの視点が大切になりま
す。授業や年間指導計画作成を行う際には、十分にこの視点を考慮いただきますようお願いいたします。
児童生徒の実態を踏まえた指導と評価が一体的に行われ、児童生徒が生き生きと試行錯誤しながらも自
信をもって表現活動に取り組めることを願っております。
本年度も行われた貴連盟主催の埼玉県造形教育研究大会のテーマ『きらめく感性 つくりだす喜び～
未来をひらく授業づくり 「深い学び」の探究～』は、これからの授業や評価の見直しを図っていく上
でも大切な視点に基づいた研究であり、共通の視点で研究協議を深めることができる大変素晴らしい実
践であります。今後も県内外に研究の成果を広く発信することにより、造形教育に携わる先生方にとっ
て授業改善を図る上での指針になっていくことを期待しております。
結びに、貴連盟の研究や事業がますます充実、発展されますことを御祈念申し上げまして挨拶といた
します。

児童生徒の思いを大切にした授業
さいたま市教育委員会学校教育部指導1課
主任指導主事兼研究推進・振興係長 小 川 直 生

美連会報No.43が刊行されますことに、心からお祝いを申し上げます。また、
貴連盟が組織的に継続した教育研究活動を展開され、多大な成果を挙げておりま
すことに深く敬意を表します。

令和元年度、「第61回埼玉県造形教育研究大会」がさいたま市を会場として埼玉大学教育学部附属小
学校で開催されました。参会者の校種や経験を問わず、授業づくりのための理念や手立てについて熱心
に協議する姿や、子どもたちの心情や育まれる資質・能力を実感しながら創造活動を行う姿に、埼玉県
及びさいたま市の図工・美術教育の未来を感じることができました。開催にあたり、御尽力いただいた
多くの先生方に改めて感謝申し上げます。
さて、新学習指導要領の全面実施が目前に迫り、学習評価の在り方について周知されたところです。
学習評価は、子どもたちの学習成果を的確に捉えて教師の指導改善を図るとともに、子どもたち自身の
学習改善につなげることが重要です。子どもたちが資質・能力を発揮し、それを自覚できる評価を実現
するためにも、教師は一人一人の思いを丁寧に把握し、認め、個々に応じた適切な支援がこれからも求
められます。今後も、子どもたちの思いを大切にした指導と評価をお願いいたします。
結びに、貴連盟の活動の成果を広く共有していただき、埼玉県及びさいたま市の図工・美術教育の充
実を願うとともに、貴連盟のますますの発展を御祈念申し上げ、挨拶といたします。

－ ３ －



身体障害者福祉のための児童生徒美術展 特別賞作品より

およぎもとくいで 空もとべる
ぼくのにわとり

鴻巣・馬室小 2年 阿部 優稀

けやきなみきの大木
蕨・中央小 6年 宇多村悠一

まわる深海魚とあそぶぼくたち
加須・元和小 3年 並木 優弥

月 光
本庄・北泉小 5年 桒原 彰太

うちゅうの中のメカそうち
川越・霞ヶ関東小 3年 渡邉 陽太

きゅうりが大きくそだつように
寄居・用土小 2年 金子 陸玖

深海に生える木
皆野・皆野小 4年 関口 純矢

ぐねぐね！海のワンダーランド
松伏・松伏小 4年 松井 花緒

美しい海と森をかけてゆく私
さいたま・辻小 6年 北村 真桜

アートあふれる空想の街
吉見・東第二小 5年 高橋 愛結

せんろはつづくよどこまでも
羽生・岩瀬小 1年 川又 冬馬

ぷうる だいすき
川口・木曽呂小 1年 高津 輝人
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春の訪れ
深谷・幡羅中 1年 太田 詩乃光を浴びて 時を経て

さいたま・大成中 1年 鈴木 里菜
上を目指す
加須・加須東中 1年 伊地知芽生

ともだち
本庄・本庄東中 1年 海上 雅代

夕方の体育館通路
嵐山・菅谷中 2年 三笘 舞子

時空を泳ぐリュウグウノツカイ!!
春日部・春日部中 2年 山口 莉沙

夏
坂戸・千代田中 2年 佐川 陽菜

私の夏
上尾・西中 2年 伊藤 優希 水 晶

熊谷・富士見中 3年 新井 雛里

姉妹でお参り
川口・戸塚西中 3年 成島 璃紗

家に帰ろう
春日部・大沼中 3年 齊藤葡之香

15の私
秩父・吉田中 3年 佐藤 優未
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郷土を描く児童生徒美術展 特別賞作品より

ちちしぼりをたいけん
坂戸・大家小 1年 角館 恵瑞

でんしゃ
戸田・新曽北小 1年 田村晃太郎

オウムの子どもと
ジャングルであそんだよ
加須・礼羽小 2年 二見 葵

水しぶきがすごいこうざんダム
川越・大東東小 2年 渡邊 大雅

消ゴムぶねでレッツGO
さいたま・城北小 3年 中村 光志

上ばきロケットでふしぎなうちゅうへゴー
鴻巣・広田小 3年 湯本 大智

夜の学校
本庄・北泉小 5年 芦澤菜々子

光かがやく 秩父夜祭
秩父・西小 4年 井上 釉爲

日本のでんとう黒田ししまい
深谷・花園小 4年 井口 蘭

豊かな深谷
深谷・上柴西小 5年 田邊 百花

髙城神社
熊谷・石原小 6年 桐原 希

天気雨
さいたま・海老沼小 6年 阿部 真広
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想い出の菖蒲公園
久喜・鷲宮東中 1年 宇都 桜子

夏の思い出
小川・東中 1年 鷹野 凛

安行遊歩道
川口・安行東中 1年 林 羽純

静かな夜
さいたま・土合中 1年 河端 大晴

精一杯の光
上里・上里北中 2年 髙野 祥伍

かくれんぼ
さいたま・馬宮中 2年 本多 由夢

さみだれの星川通り
熊谷・富士見中 2年 岡田 真采

鉄道博物館
川口・戸塚西中 3年 今村 俊太

鳥居のある風景
横瀬・横瀬中 2年 関口 美里

一礼。
滑川・滑川中 3年 千代田花音

水雲鏡
上尾・上尾中 3年 長峰 圭汰

真夏の大谷川
川越・名細中 3年 佐野 花琳

－ ７ －



第59回埼玉県小・中学校児童生徒美術展  第11回中央展覧会

Ｈ31年2月16日・17日

さいたま市教育委員会教育長賞
小学校の部 中学校の部

埼玉県議会議長賞
小学校低学年の部 小学校高学年の部 中学校の部

埼玉県知事賞
小学校低学年の部 小学校高学年の部 中学校の部

埼玉県教育委員会教育長賞
小学校低学年の部 小学校高学年の部 中学校の部

－ ８ －
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研基調報告

令和元年度 埼玉県美術教育連盟 研究主題

きらめく感性 つくりだす喜び〈2年次〉
～ 未来をひらく授業づくり 「深い学び」の探求 ～

埼玉県美術教育連盟 研究部長 山 田 一 文

＜課題＞
① これまでの研究成果を継承し，新教育課程も見据えて、「深い学び」を探求すること。
② 次代の担い手を育てるとともに、図工・美術教育のさらなる拡充と浸透を図ること。
③ 造形教育研究大会を結節点にして、年間の活動のあり方、進め方を整えること。

○ これまでの研究主題の変遷、造形教育研究大会の足跡などをふりかえるとともに、これからの図工
美術教育に求められる課題を見通しながら、新しい研究主題を設定した。

○ 研究主題については、前の研究主題「きらめく感性 つくりだす喜び」（めざす子どもの姿）を継続
した。

○ 副主題については、前の副主題「子どもが輝く 生き生き授業」（めざす授業の姿）を、さらに発展
させる形で、「未来をひらく授業づくり「深い学び」の探求」（めざす授業の姿と授業づくりの視点）
と改訂した。
これまでの県美連の研究を土台にしながら、未来に向けて、子どもたちのどのような資質・能力を
育んでいくかを明らかにし、より豊かな授業を創造していきたい。「未来をひらく 授業づくり」に
は、そうした課題意識が示されている。また、新教育課程を見据え、「主体的・対話的で深い学びの
実現」という授業改善の視点も生かしながら、私たちの授業実践や研究を改めて見直し、さらなる充
実と深化を図っていくことをめざして、「『深い学び』の探求」とした。

○ これまで掲げてきた「3つの追究観点」については、これまでの研究の成果を継承するために、そ
れぞれの観点の関連なども示しながら、今後も継続することにした。

3つの追究観点
① 受け止めよう 子どもの心 ② 育てよう 確かな力 ③ 深めよう 生き生き授業

※「主体的・対話的で深い学び」の視点

－ １１ －
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埼玉県美術教育連盟「造形教育研究大会」について
〈 目的と趣旨 〉
県美連の研究テーマ（大会テーマ），及び，追究観点①～③を受け，各分科会の研究の視点にそって提

案される各地区の授業実践研究の事例をもとに，研究協議を行うことを通して，児童生徒理解を深め，
育まれる力を検証するとともに，豊かな授業づくりのための理念や手立てを学び合い，広めることで，
図工・美術教育のさらなる充実を図る。
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第61回埼玉県造形教育研究大会を終えて

大会実施委員長 久 松 丈 記

令和元年8月6日（火）、8月7日（水）の2日間にわたり、第61回埼玉県造形教育研究大会を、埼

玉大学附属小学校を会場として開催いたしました。昨年に引き続き『きらめく感性 つくりだす喜び

～未来をひらく授業づくり 「深い学び」の探求～』の大会テーマのもと、参加された多くのみなさん

による、熱心な研究協議と、楽しくてためになる実技研修を行うことができました。

大会1日目の開会行事では、さいたま市教育委員会教育長 細田眞由美様に来賓として御挨拶いただ

き誠にありがとうございました。その後の「Part1授業研究会」では、4つの分科会に分かれて、質

の高い実践発表と研究協議が行われました。

大会2日目は、5つのコースに分かれ、造形遊びや表現、鑑賞等を楽しみながら体験し研修を深めま

した。2日間の大会期間中は大変な猛暑となり、参加者やスタッフで体調を崩される方がおりましたが、

附属小学校の保健室の方々に優しく対応していただき本当に助かりました。あのような猛暑の中、準備

や運営に携わったスタッフの皆様、本当にお疲れ様でした。お陰様で、役員、スタッフを合わせると、

2日間で延べ300名を超える参加者があり、多くの成果と充実感を残し、大盛況のうちに大会を終える

ことができました。

結びに、多大なご支援を賜りました埼玉県教育委員会をはじめ、美連事務局、役員、スタッフ、附属

小学校の皆様には、改めて感謝申し上げ、第61回埼玉県造形教育研究大会を終えての挨拶といたします。

本当にありがとうございました。
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第 61回埼玉県造形教育研究大会

昇次

大会テーマ

日 時

会 場

受 付

参 加 費

主 催

後 援

令和元年８月６日（火）9:30 ～ 12:30 Part1 授業実践研究会

　　　　８月７日（水）9:30 ～ 16:00 Part2 創造体験研修会

埼玉大学教育学部附属小学校

9:00 ～

2,000 円（Part2 創造体験研修参加者のみ）

埼玉県美術教育連盟

埼玉県教育委員会　　さいたま市教育委員会　　

◆第1日目　　令和元年８月６日（火）　全体会 ＆ 授業実践研究会
分科会 テーマ 担当者 会場

第 1分科会

【素材との対話】

豊かな素材体験の
実践例

光と影のよさを発見して、表現しよう
　おどる光、遊ぶかげ
　　～光と影のミラクルワールド～（６年）

提案者 八潮・大瀬小 指導者

教頭

三郷・彦糸小

室
教
年
学
２

秋山　千幸 岡村　勝成
司会者 三郷・吹上小 記録者 吉川・中曽根小

佐藤　慶子 桐ケ谷麻紀

１５歳の自分をみつめて
　～素材を生かした立体自画像～

提案者 鴻巣・鴻巣西中 指導者 鴻巣・赤見台中

荒井　幸子 大山　文子
司会者 鴻巣・吹上小 記録者 鴻巣・屈巣小

石塚　香代 庄田　　薫

第 2分科会

【自己との対話】

新たな自分と 
出会う実践例

思い出を形にしよう　自己を見つめる表現活動
　やったーねんど　よっしゃーねんど

提案者 ふじみ野・駒西小 指導者

校長

校長

所沢・荒幡小

室
教
年
学
３

小図子勝司 鈴木勢津子
司会者 ふじみ野・大井小 記録者 ふじみ野・駒西小

新家子美知子 杉浦ゆうこ

自分を見つめて　～自己との対話～

“共同でつくりだすアート空間”

　未来を描こう！ ～キュビズムに挑戦～（中２）

提案者 深谷・深谷中 指導者 熊谷・玉井小

井上　暢之 大谷　裕紀
司会者 深谷・岡部中 記録者 深谷・上柴中

根岸　由紀 小林志津香

第 3分科会

【生活との対話】

生活を豊かにする
実践例

学校の生活空間を色どる造形遊び
　６年生を送ろう
　　いつもの場所に特別な思いをのせて

提案者 本庄・本庄西小 指導者 本庄・北泉小

室
教
年
学
５

小泉　　亘 校長

校長

岡村　和美
司会者 美里・東児玉小 記録者 本庄・本庄西中

小林　玲子 肥高　雅美

『Fairies of East』 
　～発見！東中の妖精妖怪～

提案者 東松山・東中 指導者 川越・東中

二木　洋明 田中　　晃
司会者 嵐山・七郷小 記録者 鳩山・亀井小

分須　健太 三戸　知子
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◆第2日目　　令和元年８月７日（水）　創造体験研修会
コース テーマ 持ち物 定員 会場

び
遊
形
造

身近なものの価値再発見！ 動きやすい服装、材料
などを持ち帰る大きめ
の袋

２５名 図 工 室
身近な材料の素敵を皆で再発見。空間を感じ、点、線、
面を意識してつくりだす造形遊びをたのしみましょ
う。スケッチブックに学びの足跡を付けて可視化を
目指します。

す
表
に
絵

見て、感じて、表す
　～○○を見て、感じて描く～

エプロン、よごれても
よい服装、作品を持ち
帰る袋、各自が用意で
きる画材 ３０名 ４学年教室ものの見方や考え方を深め、絵の具、クレヨン、カ

ラーペンなど様々な画材を使って、自分らしい表現
を追求します。２学期以降の授業に役立つ研修を行
います。

す
表
に
体
立

さわって　クレイ！ エプロン、筆記用具、
ふき取り用タオル（２
枚以上）
水彩orアクリル絵の具　
作品収納袋（Ｂ４以上）

２０名 ２学年教室
特徴の違う紙粘土。たくさん種類があるけれど、ど
れを使ったらいーの！？　１度は思うけれどもなか
なか機会がなくて困っているそんな先生方におすす
めです。

す
か
生
に
活
生

Ｅｎｊｏｙ！！
美術の力で生活を豊かに楽しく！

はさみ、カッター、エ
プロン

３０名 １学年教室
身近にあるものに美術の力を加えて、生活を楽しく
豊かにする体験をします。キーワードは、“Ｅｎｊ
ｏｙ！！”うれしくなったり、楽しくなったり、ワ
クワクしたり、ものの見方や考え方が楽しく変わる
提案をしたいと思います。

動
活
賞
鑑

鑑賞の引き出し
　～誰でもできる鑑賞授業入門～

筆記用具、子供の作品
または作品の画像を印
刷したもの

３５名
会 議 室 兼
ス タ ジ オ

「鑑賞授業の引き出しを増やそう」をテーマに、様々
な鑑賞ツールを使った体験をします。対話型鑑賞の
模擬授業や映像を用いた鑑賞の活動など、グループ
による演習を中心に行いますので、鑑賞の指導に不
安を感じている方も安心してご参加ください。

校長

校長

第 4分科会

【作品との対話】

豊かな感性を育む
実践例

作品との対話を活性化し、
思いをのびのびと表現する児童の育成

～発想力を引き出す図画工作科の研究～
・「ひみつのたまご」（２年）
・「へんてこ山のふしぎなお話」（３年）
・「音から広がる世界」（６年）

提案者 和光・新倉小 指導者 戸田・新曽北小

室
教
年
学
６

松田　英里 山根　淳一
司会者 和光・第五小 記録者 和光・北原小

照井　一枝 小林　美咲

感じる・楽しむ・対話する
～短時間の積み重ねによる鑑賞活動の可能性～
　プチ鑑賞クイズに挑戦しよう（中２）

提案者 久喜・栗橋東中 指導者 久喜・久喜東中

伊藤　　順 寺井進一郎
司会者 久喜・鷲宮西中 記録者 蓮田・黒浜中

鳥海奈津子 野口　照子
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大会役員

大会実施委員
連 盟 長 中川　昇次 さいたま市

副 連 盟 長 丹後　雅博 さいたま市 森田　直樹 上尾市 武藤　篤美 坂戸市 濵名　博昭 本庄市
中島　高広 加須市

監 事 伊藤　貴重 越谷市 伊藤　政久 川口市

研 究 部 長 山田　一文 戸田市

編 集 部 長 板橋　利行 川口市

事 業 部 長 久松　丈記 さいたま市

事 務 局 長 廣田　和人 埼大附属小

幹 事 〔本部役員事務局〕
坂井　貴文 埼大附属小 安藤　健太 埼大附属小 小西　悟士 埼大附属中 吉田　真梨 埼大附属中
〔本部役員事務局会計〕
日髙　大介 さいたま市

実施委員長 久松　丈記 大宮北小

副実施委員長 丹後　雅博 大宮西小 金子　宜史 上落合小 寺内　啓容 浦和中 石田　成夫 中尾小
藤本　往弘 南浦和小

辻小

辻小

正田真由美 七里中 中込　光統 大谷口小 村田　寿一 島小

大会事務局 田島　　均 脇元　重彰 蓮沼小 日高　大介 上落合小 依田　淳子 栄小
石井ゆかり 七里小 蓮見　隆代 浦和大里小 神野籐明美 大成小 駒込　祥子 善前小
野島　由美 指扇北小 吉田　桂子 東大成小 磯部　繁征 片柳小 冨田　紀子 上小小
山本多津子 田島小 横藪　　春 辻南小 梅本　恵未 慈恩寺小 河村　智佳 下落合小
田島　志保 日進小 真田　　幸 大宮東小 鈴木　美保 美園小 池田　真人 大谷場東小
山口あやの 大宮南小 斉藤　寛通 馬宮東小 彈塚　郁枝 大谷場小 加藤　晶子 上里小
波多野優子 沼影小 川島　瑠菜 大牧小 棚山　純子 原山小 加藤　美昴 土合小
石川公一朗 谷田小 本多　昌子 鈴谷小 德世　　翠 和久井美里 大門小
菅野　　愛 植水小 前田　史子 尾間木小 内田　英理 三室小 大澤　琴美 大砂土東小
白岩　智哉 大砂土東小 長尾　優子 文蔵小 高野　幸代 浦和別所小 佐々木利枝 南浦和小
臼井　理恵 大戸小 石田　麻衣 道祖土小 藤井　美帆 西浦和小 嶋　　美穂 中尾小
加藤　裕有 芝原小 石黒　暁子 指扇小 神田　祥子 与野八幡小 羽鳥麻依子 蓮沼小
荒川　　魁 新開小 竹内　梨乃 与野南小 小山田有希 大宮別所小 福田　尚美 馬宮西小
大隅由利奈 大谷口小 圓明亜希子 日進北小 宮﨑　彩果 与野西北小 今井雅留子 中島小
宮出　知子 与野本町小 井上　夢子 つばさ小 稲葉　順子 向小
高藤　友輔 大宮南中 鳥山多加子 上大久保中 佐藤　　博 与野南中 八木橋麻子 慈恩寺中
豊田　純子 大成中 川幡木綿子 三室中 山口　史貴 大宮北中 山岸　啓介 指扇中
小口　稚聡 与野東中 松村　理恵 岸中 中村　　晃 大谷口中 神宮　綾子 柏陽中
小林　幸子 三橋中 大石　真実 内谷中 高橋　理栄 大谷中 大久保麻衣 植水中
春日　達也 美園南中 村越　　豊 馬宮中 後藤　恵奈 大谷場中 猪原　　幸 原山中
渡辺　麻美 尾間木中 牛尾　亜矢 南浦和中 谷口　　恵 八王子中 山﨑　　努 土屋中
伊勢田美穂 白幡中 小野寺真季 宮前中 木村　麻耶 三室中 髙見　　藍 大宮西中
森　　具視 与野東中 鈴木　香織 与野西中

研 究 部 山田　一文 戸田市 田野　順子 北本市 榎本　浩子 深谷市 古屋美恵子 深谷市
石塚　香代 鴻巣市 平栗　彰子 春日部市 石井ゆかり さいたま市 鈴木　彩子 坂戸市
森田　真以 さいたま市 服部　方暢 新座市 井手尾晋一 狭山市 根岸　由紀 深谷市
中　　温子 白岡市 高野　　敏 所沢市 小山　　健 松伏町 関口　竜平 上尾市
星野　哲郎 皆野町 安藤　栄信 川越市 大山　文子 鴻巣市 山口　　愛 春日部市
二木　洋明 東松山市 長峯絵里子 桶川市 廿楽　紘子 行田市 尾見　拓哉 上尾市
大島　伸夫 上尾市

編 集 部 板橋　利行 川口市 本多　啓介 草加市 杉原　優華 和光市 宮澤　直美 新座市
阿武　智子 吉川市 杉浦ゆうこ ふじみ野市 秋山　真吾 さいたま市 鈴木　利枝 さいたま市
伊藤　裕介 三郷市 濱田　征臣 戸田市 西宮　　淳 毛呂山町 金山　智子 川口市

分科会スタッフ
○第１分科会 秋山　千幸 八潮市 岡村　勝成 三郷市 佐藤　慶子 三郷市 桐ケ谷麻紀 吉川市

荒井　幸子 鴻巣市 大山　文子 鴻巣市 石塚　香代 鴻巣市 庄田　　薫 鴻巣市

○第２分科会 小図子勝司 ふじみ野市 鈴木勢津子 所沢市 新家子美知子 ふじみ野市 杉浦ゆうこ ふじみ野市
井上　暢之 深谷市 大谷　裕紀 熊谷市 根岸　由紀 深谷市 小林志津香 深谷市

○第３分科会 小泉　　亘 本庄市 岡村　和美 本庄市 小林　玲子 美里町 肥高　雅美 本庄市
杉﨑　夏海 東松山市 田中　　晃 川越市 分須　健太 嵐山町 三戸　知子 鳩山町

○第４分科会 松田　英里 和光市 山根　淳一 戸田市 照井　一枝 和光市 小林　美咲 和光市
伊藤　　順 久喜市 寺井進一郎 久喜市 鳥海奈津子 久喜市 野口　照子 蓮田市
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コース別スタッフ
Aコース 才津　純子 さいたま市 飛知和朋子 さいたま市 さいたま市 曽根田　瞳 さいたま市

皆川　純子 さいたま市 藤田多恵子 さいたま市 小山　清香 さいたま市 野澤　朋子 さいたま市

星野多賀子 さいたま市 鈴木　利枝 さいたま市 坂口　遙子 さいたま市 成田　佳織 さいたま市

藤井　晴菜 さいたま市 尾竹　朝子 さいたま市 井藤　　楓 さいたま市 遠山　聡子 さいたま市

佐野絵梨夏 さいたま市 郡司　藍子 さいたま市 齋藤　真希 さいたま市

Bコース 羽鳥　弘次 川口市 梅津　一義 川口市 加藤美由紀 川口市 植村江身子 川口市

宮本　優子 川口市 吉田　賢宏 川口市 黒田　智子 川口市 元田　博文 川口市

金山　智子 川口市 久田　恵理 川口市 佐藤　哲也 川口市 田中　秀樹 川口市

佐藤　園絵 川口市 山屋　　仁 川口市 石井　葉子 川口市 鈴木久美子 川口市
長澤　　茜 川口市久野　　司 川口市 佐藤　順子 川口市 田島　　歩 川口市

Cコース 清水　裕子 深谷市 根岸　由紀 深谷市 斉藤　優美 深谷市 榎本　浩子 深谷市

矢板橋克基 深谷市 宮下菜々実 深谷市 栗原　慶多 深谷市 杉田　　梓 深谷市

宮田奈都子 深谷市 小暮　明彦 深谷市 峯岸　潤子 深谷市 赤石　香子 深谷市

横塚久美子 深谷市 濱名智恵子 深谷市 安田　　基 深谷市 武藤　和美 深谷市

谷脇由利奈 深谷市 小丸　文香 深谷市 古屋美恵子 深谷市 中村　朋美 深谷市

萩原　京子 深谷市 田島美知子 深谷市 井上　暢之 深谷市 大竹　清乃 深谷市

田島かおり 深谷市 小林志津香 深谷市 篠崎　治美 深谷市 中澤　信宏 深谷市

Dコース 鈴木　彩子 坂戸市 佐野　　仁 入間市 児島　綾子 狭山市 戸口　道代 入間市

和田　華子 所沢市 及川美沙子 入間市 高野　　敏 所沢市 二木　洋明 東松山市

川崎　真美 東松山市 中村　　愛 滑川町 塩沢　京子 吉見町 和気智恵美 吉見町

三戸　知子 鳩山町 池田恵理子 吉見町 贄田　朱梨 東松山市 栁澤　京子 川島町

古橋　咲絵 川島町 脇谷　和夫 吉見町 杉﨑　夏海 東松山市 阿形　寿和 吉見町

Eコース 中島　高広 加須市 松田　洋子 加須市 佐怒賀筑美 加須市 飯田由梨乃 加須市

武正美智子 加須市 五十嵐友子 加須市 田村　幸子 加須市 村山　佳子 加須市

中村　優花 加須市 高橋有美子 加須市 吉澤　友希 加須市 植田　晴香 行田市

吉田　夏絵 行田市 萩野　哲子 羽生市 田高　一洋 羽生市 牛久　智美 加須市

小島　容子 加須市 岩淵　優子 加須市 鈴木　聖乃 加須市 五味　愛子 加須市

川久保秀美 羽生市 稲垣　直人 羽生市 瀬田真希穂 羽生市 福知　秀幸 羽生市

廿楽　紘子 行田市 井手　健仁 行田市

会場案内図
●埼玉大学教育学部附属小学校
　〒 330-0061
　埼玉県さいたま市浦和区常盤 6-9-44

。いさだく慮遠御はせわ合い問のへ設施記上 ＊　

◆交通アクセス◆
線北東浜京RJ ・　

　　「北浦和駅」西口下車　徒歩15分
線宮都宇・線崎高RJ ・　

　　「浦和駅」西口下車　徒歩20分
場水浄保久大　合場るす用利をスバ ※　　

行き（浦桜13等）乗車・市役所北口
下車　徒歩1分

線京埼RJ ・　
　　「南与野駅」、もしくは、
　　「中浦和駅」下車　徒歩25分

※当日、雨の天候でなければ、仲町小学校の校庭を駐車場として利用できます。
　雨の場合は、お近くのコインパーキングをご利用ください。

－ １７ －



1 趣旨の説明
本題材は、電球やLEDライト、プロジェクター
などを使って、光を通したり反射したりする材料
を組み合わせ、おもしろい光や影の世界をつくり
出す造形遊びの活動である。児童が材料や場所、
空間などの特徴を関連させながら活動できるよう
に、活動場所を「ミラクルワールド」に変えると
いうテーマのもと活動を行った。自分たちが造形
的に手掛けることで、見慣れた場所や空間を新し
い場所や空間につくり変える事の面白さを感じら
れるようにした。児童一人一人がのびのびと活動
できるように、材料や光源は十分に準備し、児童
が材料や場所と関わりあう時間を十分にとり、友
達との対話から生まれる新たな発想を大切にし、
「つくり、つくりかえ、つくる」という学びの過
程を児童自身が実感できるようにした。

2 素材・材料・用具の紹介
素材は光と影をつくるものである。その材料と
して、懐中電灯やLEDライト・ブラックライ
ト・プロジェクターなどの光源、鏡・CD・アル
ミホイルなどの反射材、その他、布・暗幕・蛍光
塗料・色セロハン・送風機・水槽・ホワイトボー
ド・ビー玉・ビニル傘・炭酸飲料・たまごパック
など光を通す物と、影を映すものなど多岐にわた
る。教師も材料を準備したが、グループごとに課
題にあった材料を自分たちで集めた。

3 活動内容・活動過程
追究観点① 「受け止めよう 子どもの心」
子どもたち一人一人には自分のやりたいことや
思いがしっかりある。その思いをしっかり受け止
めつつ、他者と心を通わせることにより、豊かな
心を培う。

追究観点② 「育てよう 確かな力」
たくさんの素材に触れ試行錯誤しながら、光と
影の特性や、素材との相互関係などの知識を身に
付ける。造形的な見方や考え方を働かせ、生活や
社会の中の美術文化と豊かに関わる資質や能力を
育成する。
追究観点③ 「深めよう 生き生き授業」
子どもたちの実態に適した授業、子どもたちが
いきいきと活動できる授業を構想し、「主体的・
対話的で深い学び」を実現するために授業改善を
行う。子どもたちが「つくり・つくりかえ・つく
る」ことを楽しみ、自分の手でつくり上げていく
喜びを感じられるようにする。

4 活動過程
⑴ 題材について知り、光の当て方によって美し
く変化する透過光や影の美しさに気付く。
・安全面の約束
・グループ決め
⑵ 光源と集めた材料を
使って、グループで光
と影をつくりながら、
材料の特徴を試す。
・中間鑑賞会
⑶ これまでの活動を生
かして、材料や光源、
場所などを考えながら、
グループで活動を広げ
て表現する。
・相互鑑賞会

5 まとめ
自在に変化する光と影。子どもたちは素材と対
話しながら試したり、見つけたりして造形的な表
現の美しさを追求することができた。高学年の造
形遊びというと敬遠されがちであるが、小学校で
は自然にあるものから人工物まで様々な素材と出
会う。小学校で素材を味わい尽くすことが、中学
校での豊かな感性へつながると感じた。

秋山 千幸（八潮市・大瀬小）

第1分科会 素材との対話

小学校6年生
題材名「おどる光、遊ぶかげ」

～光とかげのミラクルワールド～
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6 協議
・タブレットを使用したということだが、どのよ
うに購入したのか。
→タブレットは、PTAが購入したものが学校
に10台あるが、昨年度からパソコンルームの
パソコンもすべてタブレット型になり、1人
1台ずつ使うことも可能である。今回は、活
動も集中して行えるよう、グループに1台と
した。子どもたちは、動画の操作も慣れてい
た。グループに分かれてしまうと活動の様子
が見られないので、造形遊びにおいては、タ
ブレットを使用しての発表は、有効であった。

・この取組の時間配分はどうなっているか。
→3時間扱い。前週1時間で、学校にあるもの
を使って光で遊んだり、グループ分けをした
りした。本時は2時間続きで行った。材料集
めの相談などは、授業時間外でグループごと
に行った。

・材料集めに関しては、どのように指導したのか。
→光を通すもの、通さないものという理科の学
習と結びつけながら投げかけをした。すでに
グループに分かれていたので、蛍光塗料が
入っているもの、反射するものなど、それぞ
れのグループに合った材料を集めることがで
きた。持ってきたものの中には、失敗例もあっ
たが、持ってきたいもの、試したいものをた
くさん持ってきていた。教師の方でも図工室
に材料をストックし、集めた。

・5つのグループのテーマはどのように決めたの
か。
→3時間しかなかったので、光でできることと
いうことで5つのテーマを教師が設定した。
その後、子どもたちがやりたいテーマごとに
グループに分かれた。

・一人一人の実態を把握しながら、6年生という
発達段階に合った題材であった。鑑賞の場面で
は、タブレットだけではなく、生の光をみんな
で共有することはできたのか。
→授業時間の最後に、美しいと思う瞬間をグ
ループごとに発表し、見合う時間を設けた。

7 指導講評
（三郷市立彦糸小学校 教頭 岡村 勝成）

・造形遊びは、児童の資質・能力を育成する意図
的な学習でなければいけない。今回の授業は、
どのような力を付けさせたいか、そのためにど
のような準備、空間が必要かを教師が理解し、
それを子どもたちがいかにも発見したように
もっていく教師のマネージメントがすばらし
かった。
・高学年の内容である、材料や場所の特徴をもと
に子どもたちが生き生きと造形活動をしている
ことが表れていた。さらに、子どもが個で考え
たことを出し合うことからグループで発想を広
げ、また自分にフィードバックしていくことも
できていた。
・普段の授業から、材料を探す目的やねらいを
しっかりと提案していることがうかがえる授業
であった。
・グループ活動が効果的であった。友達との対話
の中で自分のイメージを広げていったり、異な
る楽しさを味わったりと、共同で活動するよさ
が表れていた。
・「ミラクルワールド」という題材名がよかった。
それぞれのグループごとにテーマパークをつ
くっていくような、見慣れた空間を新しくつく
り変えるおもしろさが感じられる。
・これからの造形遊びは、友人や他の人との関わ
りを重視し、課題の発見、解決に向けた主体的・
協働的な深い学びでなければならない。
・造形遊びのキーワードは「共感」である。人と
の関わりの中でよさに気付き、さらによさを伸
ばしていく活動であることから、「協感」「響
感」と言い換えることもできる。このことが授
業に生かされ、資質や能力が育成されればよい。
・生活や社会と豊かに関わるという点においても
造形遊びの果たす役割は大きく、デジタルアー
トやプロジェクションマッピング、インスタ
レーション、アースワークなどが社会の中の
アート作品として挙げられる。造形遊びは、大
人になっても社会の中でも変わらず存在してい
るものだと言える。
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1 趣旨の説明

3年生が日頃抱えている悩みや不安を「素材の

力」を借りて乗り越え、意欲を高めて取り組める

ようにしたいと考えた。

素材に触れ、工夫しながら表現していく過程で、

実感をもって現実の自分自身と向き合うことがで

きる。他の人には見せたくないような、情けない

自分も、試行錯誤して友達と共働して表現するう

ちによさを発見し、つくりあげる達成感を感じる

ことによって、自分自身に自信をもてるように

なってほしい。そして、そのような自信を積み重

ねていく中で、自分や他者の思いを大切にするこ

とや、身の周りの美しさやよさに気付いていける

ようにしたい。

2 素材・材料・用具の紹介

骨組…針金（アルミ）

骨組に組み合わせていくもの（新聞紙・金網・

ラップ・セロファン・紙粘土・布・紐・アルミホ

イル）※生徒の構想や扱いやすいものによって、

素材の組み合わせは変化する。

用具（ペンチ・はさみ・接着剤・両面テープ・

テープ類・絵の具）

3 活動内容

追究観点① 受け止めよう子どもの心

・生徒がどのような悩みや不安を抱えているのか

知る。4つの窓による自分の気持ちの分析

追究観点② 育てよう確かな力

・理科の「生物」分野とのつながり

・骨組みづくりを通して人体の仕組みを知る。

・素材を扱う中で、手の巧緻性を高める。

・彫刻の基礎知識

これらを自分の心情と向き合いながら表現で

きる。

⇒表現する（つくる）ことによって、自分に自

信をつける。

追究観点③ 深めよう生き生き授業 自分にもで
きるのでは
ないか、と
いう見通し
をもてる。

・生徒の実態から行う題材設定

・題材の魅力

・毎時間の授業のねらいの明確化

・意欲を高める演出

・素材を自分で選ぶから試行錯誤できる。

・材料や道具の特徴を生かす。

心情に合った素材を選択できる。

素材の扱いを工夫することによって、様々な表

現が期待できる。

友達とコミュニ

ケーションがと

れる。

・友達との交流場面

・鑑賞

4 活動過程

⑴ 詩や立体造形の写真の鑑賞を通して、等身

大の私について考える。

⑵ 自分自身について考えテーマをみつける。

⑶⑷ 人の体の仕組みを理解

して骨組をつくる。

⑸～⑺ 自分材料の組み合わ

せを考え、

等身大の自

分を表現し

ていく。

⑻ 作品紹介（鑑賞）

5 まとめ

自分の体に実際に触れ、確認しながら針金で骨

格づくりにのぞんでいた。自分の心情表現にあっ

た素材を選択し、友達と意見を交わし合う中で表

現を試行錯誤する姿がみられた。限られた授業時

間数の中で充実した活動をするために、教師の素

材研究が重要である。自己理解の深まりを伝え合

えるような発表・鑑賞の仕方も工夫が必要である。

荒井 幸子（鴻巣・鴻巣西中）

第1分科会 素材との対話
中学校3年生
題材名「『等身大の私』

15歳の自分をみつめて
～素材を生かした立体自画像～」

－ ２０ －



6 協議

・保管方法はどのようにしていたか。また、展示

方法は。

→作品が大きいので、二つある美術室の一つを

作品置き場にした。また廊下にラインを貼り、

保管スペースとした。展示方法は、廊下に保

管している状態を工夫して展示するようにし

た。

・追究観点①では、何色にも染まる自分を表現す

るために中が見えるような透明な素材（セロ

ファン）を使ったところから、素材を生かした

自己表現ができていたと思う。

・大きな立体であり、実際に材料を自分の顔や体

に当てて作っているので、そこから立体感、空

間、材質感、バランスがよく表現されている。

写実的な表現というより、自分をしっかりと見

つめることができたと思う。

・理科の学習を生かしているので思考力も高まっ

ていて、作品づくりに生かされていたと思う。

・追究観点③では、素材がたくさんあるというと

ころから、小学校の時に身の周りのものを集め

てつくってきた経験が、今回にも生きているの

ではないか。また普段から素材を大事に扱って

授業をしていることがわかる。

・失敗しても繰り返すことができ、試行錯誤でき

るところがよかった。友達同士で声を掛け合っ

て、それを参考にしながら、やり直しができて

自信にもつながっているのではないか。

・指導として抽象表現とリアル表現をどこまでね

らっていたのか。そのバランスはどのように考

えていたのか。

→頭だけではなく今回のように上半身をつくる

ことで表情を付けやすくなりよかったと思う。

7 指導講評

（鴻巣市立赤見台中学校 教諭 大山 文子）

・多感な中学生の思いを引き出すために谷川俊太

郎の詩「うつくしい」を導入に使ったところが

とてもよかった。詩の中にある「人間の喜び、

悲しみ、怒り」等を自分の心に照らし合わせて

制作させることで追究観点①に迫ろうとしたと

ころに授業者の生徒に対する温かな思いを感じ

た。

・いきなり抽象表現へというのは生徒にとっては

難しいところもあるので、今回のようにある程

度自分の姿を残しつつ、上手い下手にとらわれ

ない精神性を重視した作品となったのは荒井先

生の指導のよさであると言える。

・生徒自ら用意した材料が多く感心した。これは

小学校時代も含め、自分自身で考え、身の周り

から材料を集めるという既習学習がよく生かさ

れていた結果である。

・試行錯誤できることが表現を模索する上でとて

もよかった。多種な教科との関連を図りながら

学習を進めてきたこと、そして自分はこういう

作品をつくっていくんだという見通しを制作過

程の中から見つけられたことは、「試行錯誤」

が生かされた場面であると言える。

・追究観点③の工夫を通して、自分の気持ちを表

現できる力が高まり、友達との関わりの中でい

ろいろなことに気付きながら制作することがよ

くできていた。毎時間のめあての明確化や学習

の見通しをもたせる等は教師として当たり前と

思われがちだが、丁寧に積み上げていくことが

実は難しく、そしてとても大切である。

・「自分の分身」というこの作品を家庭に持ち帰っ

た時に、きっと親子が向き合い会話が増えたり、

学校と家庭、地域との連携も生まれたりしてい

くのではないであろうか。そんな素敵な可能性

を含んでいるこの取り組みは意義深いものであ

る。
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1 趣旨の説明

本題材は、日常生活の中で嬉しかったことや楽

しかったこと、ドキドキした場面を思い浮かべ、

立体に表すことをねらいとしている。楽しいこと

や嬉しいこと、心が動いた時に、友達、教師に聞

いてもらうことは、自分の生活を肯定的に見つめ

直すことにもつながり、自分で表したいものを見

つけやすくなるだろう。もう一つの特徴は、粘土

のもつ可塑性にある。表現の行き戻りがしやすい

ことから、「つくる、つくりかえ、つくる」を繰

り返し児童が自ら学びを深めていくことができる。

2 素材・材料・用具の紹介

児童の発達段階から油粘土を使用した。また、

事前の活動からつくりたい作品を教師が予想し、

粘土だけで表すことが難しいものには補助材を準

備しておいた。（ストロー、予備の粘土、ネット

など）

3 活動内容

○追究観点① 受け止めよう子どもの心

『児童の発想を認め、児童の思いに共感し、活動

を見守る』

毎時間の授業の中で、児童の声に耳を傾ける。

児童と一緒に制作過程を楽しみ、一人一人の感性

を受け止めて励ます。児童の活動を見守り、自分

に合った方法を見つけられるように時間の確保を

する。

○追究観点② 育てよう確かな力

『自己表現を育て、身に付けたい力の明確化』

交流のできる場づくりをする。他者との対話や

交流を後押しし、児童の発想力を伸ばす。ひねり

出しの基本的な方法を学び実践するとともに、切

る、つなげる、伸ばすなどの工夫や自分の思いを

表現する技能を育て確かな力を身に付ける。

○追究観点③ 深めよう 生き生き授業

『児童の資質・能力を引き出す工夫』

導入では、題材との出会いを演出し、児童の興

味関心を高める。自分の思いを見つめる鑑賞活動

として、デジタルカメラを通して自分の作品と向

き合う活動を取り入れる。また、作品を持ち寄り、

作品の楽しさや面白さについて話し合ったり、大

型モニターを使って自分の思いを相手に伝えたり

する活動を行う。

4 活動過程

⑴ 造形遊び

⑵ 言語活動【国語の学習の時間を活用】

⑶ 作品づくり

⑷ 作品の撮影

⑸ 鑑賞

【グループ⇒全体発表】

5 まとめ

児童は一人一人が自己を表現したい、自己を

知ってほしいという気持ちをもっている。今回の

授業では、導入やそれ以前の準備から児童の思い

を引き出すこと、児童の思いを把握することを大

切にした。児童の発想を引き出すためには、丁寧

に聞き取ることや、言葉がけの工夫が大切である。

また、児童に身に付けたい力を明確にするために、

技能面での実態を把握し、それに合った材料選び

や授業展開が必要である。これからも児童が自分

の思いをのびのびと表現できる授業を行っていき

たい。

小図子 勝司（ふじみ野・駒西小）

第2分科会 自己との対話

小学校2年生
題材名「やったーねんど

よっしゃーねんど」

－ ２２ －



6 協議
① 質疑
・児童によって粘土の色が違うが、買い足したの
か。
→白粘土を買い足した。多めに用意をした。
・児童が作品を撮っていたが、カメラは何台用意
したのか。
→カメラは1台で回した。撮っている間に作品
カードを書く時間にした。

② 付箋を使ってのグループで協議
追究観点③深めよう 生き生き授業～『児童の
資質 能力を引き出す工夫』について
〇良かった点
・ねらいが明確で、そのねらいが一貫してブレな
かった。思いが貫かれた素晴らしい授業だった。
・事前の造形遊びや、自分のよっしゃー体験を書
き、その紙を貯金箱に貯めていくという他教科
（国語）との関連性を生かした取り組みによっ
て、方向性がわかりやすく活動がスムーズに
なったのではないか。この活動があったからこ
そ興味関心を持ち、子どもたちのやる気につな
がった。子どもたちが飛びつく“よっしゃー”
という言葉をピックアップして出合わせたのも
よい。
・教師の「作り変えてもいいよ。」という言葉で
安心感を与えている。また、教師が全面に出な
くても、“捻り出し”という言葉を知り、その
方法を友達に教えたり、粘土以外の材料を交換
したりするなど、子どもたち同士で交流する姿
があった。
・鑑賞では、最高の瞬間をカメラを使って自分で
撮ることで、作品を見つめ直す時間にもなった。
カメラの角度にもこだわり、自分で構図が決め
られるのがよい。動画も有効。
〇課題や改善点
・形にならない子の支援（思いはあるが形になら
ない）をどのようにアプローチしていくか。手
足を動かせる人形をグループに置いて触る機会
をつくるのもよい。
・どのように全員を見取っていくのかが難しい。
コツコツタイムをつくって、集中して個人で作
業をする時間をもつのもよい。
・補助材はなくても粘土のみでもよかった。
・土台の工夫もできたのではないか。色紙を敷い
たり、角度の自由があったりしてもよい。
・鑑賞から発表までの2時間続きは飽きてしまう

心配があるので見せ方の工夫をする。作品を真
ん中に集めたり、クイズ方式を取り入れたりす
る。

7 指導講評
（所沢市立荒幡小学校 校長 鈴木 勢津子）
・授業者がしっかりとした視点や考えを持って授
業を工夫することはとても大事であるとともに、
学級経営につながる。図工の授業を通して学級
が変わることもある。今回の授業「よっしゃー
ねんど」を通して、認め合ったり学び合ったり
する児童の姿が見られた。学級の実態に合った
授業を考える場合もあれば、授業を通して身に
付けてほしいという教師の思いを込めた展開を
考える場合もある。
・子どもたちにとっての「やったーよっしゃー」
の作品ができ、満足感を得られたことが大きい。
大会テーマ「つくりだす喜び」に即した授業だっ
た。
・他教科（今回は国語）とのタイアップも良かっ
た。制作過程では、国語で行った「やったーよっ
しゃーちょきんばこ」の掲示を見に行く児童も
いた。どんなことがあったのか確認をしていた。
この姿は、教師の声かけのヒントや思いを形に
する手立てになる。
・子どもたちは、形や色でしか表せない力（伝え
る力）を持っている。図工の学習の前に、国語
の学習で言語活動を取り入れ、作品完成後に作
品カードを書くことで再び言語活動に戻してい
る。この流れはクリエイティブな部分であり、
そのための準備も素晴らしかったので、今回の
授業は成功したと言える。
・校長先生との身長差にこだわっていたように、
子どもたちは集中するとリアルを求める。はじ
めは、作りやすいものを作っている子も、周り
からの情報や刺激によって本当に作りたいもの
を作るようになる。自己との対話にもなってい
る。
・今回の授業のように、3つの意欲を意識した授
業の組み立てを考えていってほしい。1つ目は
意欲の喚起。2つ目は意欲の持続。3つ目は意
欲の強化。
・今回の授業も、先生同士の話し合い、学び合い
から生まれたものである。そういったプロセス
を大事にしながら、対話のできる授業づくりを
目指してほしい。

－ ２３ －



1 趣旨の説明

本題材は「未来を描く」ことをテーマに、クレ

ヨンなどの画材で自分の未来について考え、描く

授業である。

パブロ・ピカソのキュビスムの表現方法を使い、

抽象的な表現で、今の自分や将来の夢、まだ見ぬ

未来への不安や葛藤などを表現させたい。また、

クレヨンを使う理由として、油絵のような力強い

表現を目指したいと考えた。クレヨンでの技法（ぼ

かす、重ねる、こする、点描、削る）を新たに指

導する中で、何気なく使っていたものが魅力的画

材へと変身する。

自分を何かに見立てたり、形や色彩を整理、単

純化や省略、強調したりしながら創造的な構成を

考えさせたい。そして、作品と向き合い、自己の

内面、願望、感情、夢を表現することで、未来を

切り開いていけるような生徒を育てたい。

2 素材・材料・用具の紹介

・厚口上質紙を画用紙として使う。

・プロッキーで輪郭を描く。

・クレヨン又は、クレパスを使う。

・仕上げに木工用ニスを塗り、画面を保護する。

3 活動内容

追究観点 ①受け止めよう子どもの心

制作を進めていく過程で、心の変容を受け止め

ることを大切にする。

追究観点 ②育てよう確かな力

自分の未来を描くことをテーマに、モチーフか

ら感じ取ったことを、単純化したり強調したりし

て自分の考えを練り上げていく力や、表す形や色

彩を整理し、再構築していく中で新たな見方や感

じ方を育てる。

追究観点 ③深めよう生き生き授業

2年間でどのような心の変容が形や色彩にあら

われるのかを研究し、より深い学びのある3年生

の授業につなげる。

4 活動過程

5 まとめ

これからの未来について言葉やスケッチにして

いく作業は、心の中の見えない感情を整理するこ

とができた。また、夢が具体的でない生徒も抽象

画を表現することで取り組みやすい題材となった。

生徒をよく観察した事で、自分なりのものの見

方や感じ方を持っている事も実感できた。これか

らも、生涯豊かに美術と関わっていける生徒の資

質能力を引き出していけるような題材を考えたい。

井上 暢之（大里・深谷中）

第2分科会 自己との対話

中学校2年生
題材名「未来を描こう！

～キュビスムに挑戦～」

－ ２４ －



6 協議

協議事項として

◇美術を通してどのような力を身に付けさせたい

と考えているのか。小学校6年間、中学校3年

間の美術の授業を通してその後の人生にどう繋

げていきたいか。

→つくりだす喜びを体感させたり、触れさせて

いきたい。先生のように系統性をもって指導

していきたい。

・思いやりのある生徒を育てたい。わからないこ

とに触れる受容力を育てたい。

・卒業後も美術に関心をもってほしい。作品を通

して自分の思い、他者の思いにも気付いてほし

い。

・ワクワクする気持ちを引き出したい。楽しい気

持ちが将来に繋がる。

◇感想

・暗い表現はダメと思われがちだが、美術はその

暗さがよいとされる。表現することがいかに大

事か今回の先生の発表で再確認できた。

・「作品は自分自身だ」ということを中学生なら

充分に身に付けられる。進路キャリアに繋がる

素晴らしい実践である。

・鑑賞の授業から表現活動させることは難しいが、

キュビスムで表現できることを知った。

・小学校では2分の1成人式を行っている学校も

あるので、小学校も含め9年間で比較してもよ

いのではないか。

・クレヨンの技法や紙の種類、スクラッチの部分

はマスキングしているのか。

→クレヨンは指でぼかしたり、トイレットペー

パーでこすったりしている。紙の種類は厚口

上質紙。スクラッチの部分はマスキングせず、

直接描いている。黒マジックでなぞり、塗り

絵のように描いている。

7 指導講評

（熊谷市立玉井小学校 校長 大谷 裕紀）

・限られた授業時数の中で先生のように、いかに

生徒に寄り添い、支援するか、三年間を見通し

てやることが大事である。

・追究観点でもあるように、子どもたち自身がど

うしたいか、教師は子どもたちにどうなってほ

しいか。目指す子どもの姿が見えていると安心

できる。

・「年間指導計画の題材と系統性」を子どもたち

一人一人に配布していた。系統性とカリキュラ

ムマネジメントまで網羅している素晴らしい資

料である。子どもたちの作品もこのようにまと

められたら自分の歴史になる。

・授業の中で「こうやって」「次はこう」「こう塗っ

て」「この色で」という指示をしてしまいがち

である。「子どもの手を借りた教師の作品」づ

くりになっていないか、子どもの柔軟性を信じ、

小中の連携が大切である。

・子ども自身が、自分の制作過程を通して変化や

変容をいかにしてきたか、学年が上がって系統

性から見られる自分の変化や成長をどう捉えて

いるのか、子どもが自分で把握できた。

・教師が子どもに問うことで力を引き出せる。

・3年間を通して、単に美術を教えるだけではな

く、充実した美術の時間であり、人として大き

く成長を感じる時間である。

・「作品と向き合い、自己の内面、願望、感情、

夢を実現することで未来を切り開いていけるよ

うな生徒を育てたい」とあるように、先生の子

どもたちへの美術の可能性についても思いの詰

まった発表だった。

－ ２５ －



1 趣旨の説明

本題材は、行事（6年生を送る会）に絡め、卒

業生へ向けて自分たちの思いや卒業というキー

ワードからイメージしたことを表す学習を目指し

た。

事前に行った2回の造形遊びの経験を活かして

様々な表現方法を選び、空間を彩るオリジナリ

ティのある表現を追求していくことをねらいとし

ている。行事と絡めることで行う目的意識をはっ

きりともつことができ、イメージしやすくなる。

いつもの生活空間を彩り、身の回りにある素材を

加工していくことで、技能面や発想する力が高め

られ、普段の生活で、共同でつくる喜びや飾り付

ける面白さを実感することへつなげていきたい。

2 素材・材料・用具の紹介

材料は、傘のビニール袋、色画用紙、枝、プラ

スチックカップ、綿、カラーセロファン、ナイロ

ン糸、おはながみ、モール、ボタン、段ボール、

ラシャ紙、スズランテープを使用した。用具はグ

ルーガン、接着剤、ガムテープを使用した。主に

グルーガンを使用して接着力の強化と硬化時間の

短縮を図った。

3 活動内容

（追究観点① 受け止めよう 子どもの心）

行事と絡めることで必然性を持たせ、イメージ

を広げやすくし、付箋を用いて考えの可視化を図

り、意見を共有化しやすくして構想を練る。

（追究観点② 育てよう確かな心）

造形遊びを定期的に組み込むことで、友達と協

働的に関わりながら素材の組み合わせ方、加工の

仕方を学べるようにする。発想を高め、構成する

ためのアイデアを深めるために作品の展示例を提

示して、児童がイメージをもちやすくする。

（追究観点③ 深めよう 生き生き授業）

図工の造形遊びを学校行事と絡めることで活動

に目的意識をもたせ、3回の活動から素材の生か

し方や発想力を高めることで、造形的なものの見

方や考え方を十分に深めることができる。

4 活動過程

・1回目の活動 9月 4時間

・2回目の活動 12月 6時間

・3回目の活動 2月 11時間（本時）

①・・・発想と構想（1）

マインドマップで個

人の考えを広げてから、

付箋を使ってアイデア

を出し合い、グループ

の用紙へまとめていく。

②・・・つくる（7）

各グループで材料の

加工を行う。考えたア

イデアに沿いながらも

素材を扱いながら思い

ついたことを試してい

く。

③・・・飾る（2）※仕上げ

足りない部分を補足

しながら、作品を体育

館へ設置する。

④・・・鑑賞（1）

5 まとめ

付箋を使用したことで、考えを共有化でき、自

信をもって活動に参加する様子が見られた。3回

の造形遊び（活動）をすることで、素材の組み合

わせ方・使い方の理解が高まり、スムーズに活動

に取り組むことができ、発想や技能の高まりも見

られた。活動時間は課題であったが、今後も他の

何かと連携できる題材を見つけていきたい。

小泉 亘（本庄・本庄西小）

第3分科会 生活との対話

小学校4年生
題材名「6年生を送ろう いつもの場所に

特別な思いをのせて」

－ ２６ －



6 協議
・今回の活動は、1，2回目は「造形遊び」と考え
られるが、3回目は「造形活動」ではないか。
→1，2回目の授業は文字通り「造形遊び」で、
3回目の授業では集大成としての「造形遊
び」としてとらえてもらいたい。

・「造形遊び」というよりは「アートプロジェク
ト」に近いのではないか。
→活動自体が少なかったのは「思考」ととらえ
てよいのだと思う。

・素材との出会いをどのように設定したのか。
→身近な素材には何があるのかを投げかけるこ
とから始め、「運動会があるので何を使いた
いか」としたところ「段ボール」が子どもた
ちから出され、本校の運動会では赤組と青組
に分かれることから赤色と青色は必ず使うと
いう約束ができた。

・6年生を送る会に飾ったということだが、6年
生はどのようにとらえたのか。
→6年生を送る会終了後「すげえ！」「かっこ
いい！！」等の感想をもらえた。それ以外は
今回聞くことができなかった事が今後の課題
だと思う。

・対話を通して活動していくことで、深い学びに
結びついていくのではと思う。
・「生活」というと行事だけではなく、普段の生
活に何らかの形で繋がっていくと良い。
・年間で3日間活動できたところや、目的が明確
だったところがとても良かった。
・素材と場の設定が難しく、工夫が必要だと思う。
・グループの出来栄えの評価はできるが、個人の
学びが不明確になってしまうのではないか。

7 指導講評
（本庄市立北泉小学校 校長 岡村 和美）

・子どもの成長は、幼稚園から小・中・高と「感
性」という言葉で繋がっているものだと思う。
・子どもは本当に図画工作好きが多いので、自己
肯定感を実感させる指導を心掛けてもらいたい。
・今回の活動では1日目、2日目、3日目と取り
組み、子どもの変容が主題になっている。
1日目 どうしたらよいのかわからない子、

立っているだけの子に見えても子どもたちの中
では思考の途中なのかもしれない。子どもたち
に対しての教師の言語活動が大事で、「上手」
「きれい」は禁句にしてほしい。「発想がよい
ね」「道具の使い方がすごい！」「どうやって工
夫したの」「どうしてわかったの」などとし、
他の子どもたちにもそのよさを紹介してもらい
たい。
2日目 子どもたちの動きに変化が表れて動き
がよくなってきた。
3日目 自然と役割分担をして、チームとして
のまとまりができてきたところがよい。
・評価は「見ること」が大事。「普段はあんなこ
とを言わないのに今日は言っていたな。」「あん
な行動をしていたな。」等VTRに残しておく
ことも効果的である。
・何事も「慣れ」が大事。やらないよりはやった
方がよいし、時数がかかると不安になることは
わかるが、慣れると効率的に動いたり、発想し
たりできるようになる。大人よりもずっと子ど
もの方が素材への対応力が高く、順応力があり、
学んでいく力があるものだ。
・「形」「色」「イメージ」を色ごとの付箋に分け
て記入させたりすると作品の見方も身に付いて
くる。
・「造形遊び」は協力しないとできないものなの
で、チーム力が大切になる。図工美術はコミュ
ニケーション能力を高めたり、ネットではでき
ないアナログの体験を通じて様々な対応力が身
に付く大切な教科である。一人一人のすごいと
ころを認め合うことが人権教育にも結び付いて
いる。素材は身近でどこにでもあるような物で、
お金をかけずに今まで見たこともないような物
を作らせてほしい。何もないところから生み出
すことや作り出すことはAI にはできない事。
「形」「色」「イメージ」を意識した取組をさせ
てほしい。何をほめられているのかわかること
が大切であり、ほめられると生活が豊かになり、
生活が豊かになると生きる楽しみが増える。そ
のための造形活動である。
・先生方の発想は無限の可能性を秘めているので、
先生方の力で豊かな活動をさせてほしい。

－ ２７ －



1 趣旨の説明
生徒にとっての生活の中で学校生活に焦点をあ
てた。「生活を豊かにする」には役に立つものや
必要なものをつくりだすことも含まれるが、精神
的な豊かさに注目し以下のようにとらえた。
・必要以上のもの、必要最低限でないもの。
・生活の中で「美」を感じ、語ることができる。
・美術の力で生活を
豊かにしようとす
る意欲をもつこと
ができる。
生徒は学校生活を
みつめ（＝生活との
対話）、その良さや
課題を仲間と話し合
い（＝人との対話）、
その解決や原因の追
及を妖精・妖怪という架
空の存在を通してユニー
クに発想し（＝作品との
対話）互いの作品を楽し
むことができる。
2 素材・材料・用具の
紹介
平面作品：画用紙（八つ
切り）描画材料は各自の
表現に合わせ判断させる。
立体作品：石粉粘土、芯
材各種ヤスリ、表現に合
う他の材料も各自の準備を推奨。
3 活動内容
追究観点① 受けとめよう子どもの心
学校生活について、その良さや課題をみつめる。
そして、互いにその発見を認め合ったり、深め合
うことができる。

追究観点② 育てよう確かな力
本題材は「イラストレーション」の課題の一つ
として実施した。始めに絵本を鑑賞し、イラスト
レーションの様々な表現を理解した。そこには“人
を思いやる”工夫があふれている。この美術の力
は、生活の中で生涯にわたって、味わうことも生
かすこともできる。
追究観点③ 深めよう生き生き授業
2年生は元気で勢いがある。持ち前のパワーと
ユニークな発想をもって、学校生活の向上に向け
て生き生きと制作を
進めることができる。
4 活動過程
①導入 複数の妖精
を紹介し、その役割
りとデザインとの関
わりを感じとる。西
洋の妖精と日本の妖
怪や八百万の神の発
想を知る。 ②宿題 自分にゆかりの深い場所、
役割（委員・係等）、学校祭の観点から、妖精や
妖怪の存在の可能性を考える。 ③発表会 見つ
けた妖精・妖怪を発表し合い、発見の観点や発想
の工夫を学び合う。 ④アイデアスケッチ 実在
する人や動物の形・動きに縛られず、自由な発想
を促す。 ⑤ラフスケッチ 役割をイメージした
「動き・表情」を加え、デザインの詳細を決定す
る。 ⑥制作 表現方法を平面立体から判断する。
次の点については特に工夫を重ねるようにす
る。・展示する場所を考慮したサイズや色合い・
役割や性質を表す動き、表情・衣裳や小物等のデ
ザイン・バリエーション、数の工夫 ⑦作品展示
見え方を考え効果的な展示を工夫する。 ⑧鑑賞
鑑賞ツアーを企画し、作品の発見を楽しみながら、
妖精妖怪の設定と表現の関連を読み取る。
5 まとめ
美術と生活との関わりを楽しむ姿勢が育まれて
きた。今後も生徒が自ら「美術の力で生活を豊か
にする」意欲を高め実践できる環境を整えたい。
また、主題についての考察を一層深めることがで
きるように、中間発表会や批評会などをより工夫
したい。 二木 洋明（東松山・東中）

第3分科会 生活との対話
生活を豊かにする実践例
中学校2年生

題材名「Fairies of East
～発見！東中の妖精・妖怪～」

『はし run！』廊下の妖怪
頭を好物に変えて生徒をおび
き寄せ廊下を走らす

『アイツ目薬★』学校祭の妖精
目の表面に張りつき、全ての
ものを楽しく見せてくれる！

『鳳魂』 音楽室の妖精
演奏者に「魂」を込め、
気迫ある演奏をさせる
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6 協議
・自校でゆるキャラを創る授業をやった。人が中
に入れる形で考えさせたが、今日の発表を聞い
て、妖精・妖怪というアイデアもよいと思った。
自分の題材を見直すきっかけになった。
・「人の形に込めたもの」という題材で学校生活
の一場面の人の動きを捉え、形をつくらせた。
鑑賞の際には、実際につくった人形をその風景
の中に置き、様々な角度や距離から写真を撮影
させ、その写真を用いて鑑賞会をした。人形が
その風景に溶け込み、本当の人間のように見え、
鑑賞会では生徒の感想や意見が活発に交わされ
た。鑑賞や展示の際にCGの活用も効果的だと
思った。
・生活を豊かにする実践について、自分の学校で
は校内の掲示物が活字ばかりの寂しい掲示物に
なっているので、児童のつくった掲示物を増や
し、もっと学校生活を豊かにしたいと考えてい
る。今回の発表を参考にしたい。

7 指導講評
（川越市立東中学校 校長 田中 晃）

・自分の学校の生徒の様子や特徴から、どのよう
な生徒に育てたいか、それに必要な力は何かを
考えて授業をしている。題材ありきではなく、
何を学び、どんな力を育てるのかが先にあるこ
とが重要である。
・主体的な学びと表現力を促す手立てとして、
テーマの提案から迫り方など、導入を工夫して
いる点がとてもよい。子どもたちがイメージを
広げ、想像しやすいように工夫されている。
・話し合い活動は他者と意見交換をすることによ
り、自分が感じたことを客観化でき、思考の確
認と深まりを促す。さらに、プレゼンテーショ
ン能力、表現力にも繋がる。
・空想上のキャラクターではあるものの、思いや
りや学校生活を向上させる豊かさを機能として、
生徒が思考し、表現しようとしているところが
よい。
・中学生の作品を見ると実際にあるものをモチー
フに絵や立体に表した作品が多いように感じる。
発想の段階で具象的な発想から抜け出せず抽象

的な思考が働かない。中学生では抽象的思考を
育てていく必要がある。自分が考えたことをも
とに新たな形やイメージを創り出す想像力を伸
ばせる授業の工夫をお願いしたい。
・この実践では、気付きや発見を元に様々な対話
を重ねることで、そこにないものを生み出す力
を育み、美術の見方や考え方を使って心の豊か
さを生み出そうとしている。生活との対話を
テーマに、物質的なモノとしての豊かさでなく、
他者理解や思いやりといった要素を含めて、美
術による心の豊かさが追求されているように感
じた。
・二木先生の数々の実践は、発想や構想を練るこ
とを大切にしながらも、材料の工夫や効果的な
加工の仕方、デジタルツールの活用による作品
の見せ方等技能を常に意識している。
・教師がクオリティを上げることで生徒が自分の
取組に満足し、新たな自分のよさとして実感す
ることができれば自己有用感を高めることにも
繋がる。
・教師がこのような取組を互いに学び合い、子ど
もの豊かな感性を磨き、確かな学力を伸ばして
いってほしい。

－ ２９ －



（3年）かきながら鑑賞 （6年）乾かしながら鑑賞

（2年）たまごの殻を手で

破いて表現

1 趣旨の説明

「作品との対話を活性化し、思いをのびのびと

表現する児童の育成～発想力を引き出す図画工作

科の研究～」をテーマに学校研修に取り組んでい

る。目指す児童像は、①思いを表現する楽しさを

味わえる児童 ②自己肯定感をもち、自らの創作

に自信がもてる児童 ③自分や友人のよさを認め

合える児童である。

造形遊びによって、児童が活動を楽しみ、材料

や場所、空間からたくさんの発想をしていくこと

ができるようになってきた。絵や立体、工作に表

す活動においても『作品との対話』とは、自分の

心や頭・材料や場所との「自己内対話」、友人や

教師、学習協力者、保護者等との「他者との対話」

をも含み、作品は自分自身であると考える。作品

との対話を活性化し、思いをのびのびと表現する

児童の育成のために手立てを考え、実践してきた。

2 素材・材料・用具の紹介

2年：ひみつのたまごをつくるのに画用紙の大き

さを自分で選べるようにした。画材やたま

ごの割り方などについても自己決定できる

ようにした。共用の水彩絵の具を用意し、

画材を使いながら友人の作品を自然と鑑賞

できるような場も工夫した。

3年：金網、歯ブラシ、ストロー、たんぽ等を共

用で使えるようにした。

6年：スチレンボード、削る材料で彫る・刷るを

たくさん試せるようにした。

3 活動内容

追究観点①受け止めよう 子どもの心

○友人や教師と対話をすることで発想力を高めら

れるようにする。

○場の設定を工夫し、活動しながらお互いに鑑賞

もし合えるようにする。

○学習の見通しがもてるようにする。

追究観点②育てよう 確かな力

「育てたい資質・能力の構造図」を作成し、学

習指導要領を踏まえた指導事項、本題材の指導事

項、予想される児童の反応と指導の工夫について

明確にした。

追究観点③深めよう 生き生き授業

発想を引き出す導入を工夫し、想像上の非現実

的な物など正解や決まりのない自由な発想をしや

すい題材を提案した。中・高学年はアイデアス

ケッチをメモ書きし、想像を膨らませた。また共

用の材料を使う場所、制作途中の作品を乾燥させ

る場所等で自然に鑑賞できるよう工夫した。

4 活動過程

5 まとめ

学校研修の取り組みを通して、図工の学習が楽

しいと感じる児童の割合が増え、目指す児童像に

近づきつつある。一方で、発想力が高まりアイデ

アは浮かぶものの、自己の「表現力」に納得でき

ない児童に対しどのような手立てをとるか課題で

ある。また、絵画の写実性をよしとする感覚が多

く、楽しんで制作しても友人や保護者から認めら

れず自己肯定感を下げてしまうこともある。作品

を見る目を育てるとともに、保護者への啓発も今

後考えていく必要がある。

松田 英里（和光・新倉小）

第4分科会 作品との対話
小学校 2・3・6年生
題材名「ひみつのたまご」（2年）

「へんてこ山のふしぎなお話」（3年）
「音から広がる世界」（6年）

－ ３０ －



6 協議

・6学年の「音から広がる世界」では、5種類の

曲を用意して聴かせていたが、どんな曲を選ん

だのか。

→曲選びは、教師が選ぶことにした。子どもた

ちが聴いたことのないであろう曲や自然、祭

りなどの1つのイメージに偏らない曲を選ん

だ。

・新倉小では、どのような声かけをしているのか。

こういうところを気を付けているということが

あれば教えてほしい。

→「うまい」「へた」は言わないようにしてい

る。また、「イエス」「ノー」で返ってくる

質問はしないようにしている。

・「自己との対話」と言ったときにどのような点

を見取っていたのか。

→「今、考えているんだろうな」という子には、

様子を見守り、子どもの中で「こうしたら、

よいのか」、「どうしたらよいのか」と考え

ていることが自己との対話なのではないか。

・四つ切り画用紙をいきなり与えても何を描いた

らよいのか分からない子に対してどのような手

立てをしているか。

→徐々に手立てを与えてあげることが大切。

3学年の「へんてこやまのふしぎなお話」で

は、物語性を下がきの段階から与えた。

→画用紙の選定についても、教師が用意したも

のに描くのではなく、子どもが使いたいもの

を自分で選ぶことが大切。

7 指導講評

（戸田市立新曽北小学校 校長 山根 淳一）

・表現と鑑賞の一体化が実践されていた。どのよ

うな資質・能力が身に付いていたのかを表して

いた。

・活動→題材→指導の構造図がある。段々と積み

上がり、それが、「ねらい」と「指導に当たっ

て」が明確になっている。

・子どもたち同士が交流できる時間の確保ができ

ていた。導入を7分以内でコンパクトにしてい

る。残りの時間を活動時間に当てることができ

ていた。

・選択できる工夫があった。自己決定できる学習

は、主体的な学びへとつながる。

・共用絵の具コーナーを設置すると、自然に友達

の絵を鑑賞できる。

・教師が表す形を決めすぎること、手順が複雑で

一つ一つ説明がないとできない内容を設定する

ことは避ける必要がある。

・「声かけ」のポイントについては、“褒めるよ

りも共感的に”が大切。

－ ３１ －



1 趣旨の説明
本題材は、2年後期から3年までの1年半継続
して行うものであり、授業の最初の5分間で実施
するウォーミングアップ的取組である。
鑑賞の様々なポイントを提示しながら、短時間
の積み重ねを、と考えたのがこの「プチ鑑賞クイ
ズ」である。

2 素材・材料・用具の紹介
Ｂ6判用紙に鑑賞作品とその作品に関するクイ
ズを印刷し一人一枚配布するとともに、大型モニ
ター等に作品を投影する。
終了後、プリントは個人の専用ファイルにとじ
込んで美術室で保管している。

3 活動内容
実践は全て5分程度の短時間で行い、必ず時間
内で何らかの自分の考えを書くことを約束として
いる。最初の2分程度は私語厳禁、一人でじっく
り考える。その後「意見交流してもいいよ」の合
図で周りと交流。互いに考えを出し合い、答えを
導き出そうとする。交流の様子を机間指導し、「こ
れは」と思う意見を毎回発表させている。その際、
モニターで大写しにして説明させたり、紹介・共
有の場を設けたりしている。最後に問題の答えと

視点、そしてそれぞれの作家や作品についての簡
単な紹介をして終了。終了後は通常の授業を行う。

4 活動過程
全25回のうち、これまで行った10回の実践の内

容は以下の通りである。
①「モナ・リザ」本物はどれ？
②「ダビデ像」依頼主の苦情に作者はどうした？
③「秋」口の部分は何を使って描いている？
④「モナコ‐モンテカルロ」何の会社のポス
ター？
⑤「マネとマネ婦人」この絵が持つ逸話とは？
⑥「仮面たちの中の自画像」何の場面を描いた？
⑦「ビキニの三つのスフィンクス」のダブルイ
メージとは？
⑧「東海道五十三次 戸塚」なぜ描き直した？
⑨「黄色い鳥のいる風景」完成後にした加工と
は？
⑩「ゲルニカ」赤いしずくはどこにあった？

5 まとめ
生徒の様子や感想から、それぞれの感じ方、受
け止め方の違いを楽しみ、互いに共感的に認め合
うことができていると感じる。また、積極的に意
見交換する姿も増えてきており。互いに受け止め
合う雰囲気が教室の中にできつつある。作品に興
味を持ち、よさや美しさ、おもしろさなどを感じ
取ろうとする態度、自分と作品との間に生まれる
関係性を構築していく力が、短い鑑賞の活動を楽
しむことを積み重ねることで身に付いてきている
のではないだろうか。またこの活動によって、そ
の後の作品制作の授業への発想や意欲へとつなげ
ることができ
たという感想
もあり、生き
生きと授業に
取り組むこと
へのウォーミ
ングアップ的な部分でも成果はあったと言えるだ
ろう。
さらに充実したものになるよう研鑽を重ねてい
きたい。 伊藤 順（久喜・栗橋東中）

第4分科会 作品との対話

中学校2・3年生
題材名「プチ鑑賞クイズ」に挑戦しよう

～短時間の積み重ねによる
鑑賞活動の可能性～
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6 協議

・評価について。感想をたくさん書けば評価が上

がるという指導では、鑑賞ではなく関心・意

欲・態度の観点ではないか。作品を見てドキド

キするような感動を感じるのと、冷静に正しく

理解するのとではどちらを優先して評価すれば

よいか。

・鑑賞の時間にいろいろな作品を紹介してあげた

いが難しい。どのような経緯でこのような実践

を始めたのか知りたい。

→できるだけ多くの作品を紹介したいと考えた。

また、1年生から授業の最初に短時間で行っ

ていたアイデアトレーニングと替えて、取り

入れてみようと考えて実践した。

・小学校で友達の作品を鑑賞させているが、小学

校でもこのようにいろいろな作品を鑑賞できる

ようなアイデアはあるか。また、鑑賞カードの

活用の仕方を教えてほしい。

・全10回取り組みを行ったとあるが、続けて行う

のか、できるときに時々行うのか。

→毎時間を基本に行ったが、行事の絡みなどで

できないこともあった。

・鑑賞の授業は対話型などいろいろやってきたが、

継続するのは難しい。今回の発表のように短時

間で行ってクイズ形式にするのも面白いと思っ

た。

・準備が大変そうだが素晴らしい取り組みだと

思った。生徒たちに知識や興味が身に付いて授

業以外の場面にも生かされているのか。

→最初は鑑賞に興味がなかった生徒が、「楽し

い」「難しいことはわからなくてもいいのだ

な」という考えを持てるようになってきた。

・生徒の書いた感想を見ると、関心を持って取り

組んでいるのが分かる。鑑賞が深まっているこ

とも感じる。対話が取り入れられている効果が

出ている。繰り返し行っているうちに生徒が変

容している姿を見られたか。また、3年間を見

通して深い学びに導くにはどうしたらよいのか。

→ほとんどの生徒は感想をよく書いている。鑑

賞クイズのモニターを見たくて美術室に早く

来る生徒が増えてくるなど、表現は苦手でも

鑑賞は好きという生徒が出てきた。

7 指導講評

（久喜市立久喜東中学校 校長 寺井 進一郎）

・表現と鑑賞は相まって学習が進行している。今

回の取組では日常的に鑑賞活動が行われるよう、

授業ルーティンを確立していた。

・鑑賞を肯定的に受け止める生徒の育成を図って

いる。

・クイズ形式にすることで取りかかりやすい印象

を持たせている。

・一般常識として与えたいものを知識とし、理解

を進めている。（教科書が基本・標準）

・発表による言語活動が思考・判断・表現を意識

し、主体的・対話的で深い学びへ誘導している。

・5分間で個人観賞→複数鑑賞（意見交流）→集

団鑑賞（全体交流）を行っている。個と集団で

の学習により、自己理解、他者理解、相互理解、

価値理解が進む。

・作品の鑑賞を通じて積極的に他の教科との関連

付けを（相互の関連・往復関係）図るとよい。

・美術科で鑑賞を行うことで、文化芸術への畏怖、

主体性、語彙能力、他者理解など、多様な効果

が期待できる。

・美術室には様々な掲示物がある。それらを効果

的に活用するとよい。
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1 趣旨の説明

昨年度さいたま市桜区が担当した「さわってた

めして見つけよう！」を受けて、さいたま市で担

当する2年目の造形遊び研修である。今年度も「夢

中になって活動できる時間」を目指す一方で、「児

童の発想を大切にした声かけとは？」「造形遊び

のねらいや児童の引き出したい力とは？」という

課題に向かって、児童の姿を思い浮かべながら、

研修に取り組んできた。そして自分の言葉でまと

めることで可視化し、学びの足跡を残す時間にし

たいと考えた。

私達は、毎日何かしら誰かしらに出会っている。

当たり前に思えることの中にも、見過ごされてい

る価値が隠されているかもしれない。初めて出会

う参加者同士が仲間になり、造形遊びを通して、

普段は忙しくて見つけられなかった価値を発見し、

刻々と変化する表現をカメラで写し、プリントし

スケッチブックにその足跡を残していく。

2 素材・材料・用具・場の工夫・グルーピング

⑴ 低学年を想定して

・透明空き容器

（ペットボト

ルなどスタッ

フで集める）

・小分けクリー

ムケース

・壁装飾ミラーシート

・金魚すくい用等大小ビニル袋

・目盛り付ピペット ・透明ホース

○工作机にプラスチック製段ボールを敷く。

⑵ 中学年を想定して

・段ボール（ドラッグストア、役所、スーパー

などでスタッフが集める）

・段ボールカッター

・軍手（利き手ではない方にはめる）

○工作机を壁際に寄せて、床も広く使う。

⑶ 高学年を想定して

・光源（懐中電灯、LEDライト、OHPなど）

・白い布（半透過、反射素材など大きめ）

・透明空き容器

・透明空き容器に入った色水＊⑴活動時のもの

・段ボールの製作物＊⑵活動時のもの

○プラスチック製段ボールを敷いたり、スク

リーンとして立てたりして活動の変化に応じ

て使う。

⑷ 学びを可視化するために

・デジタルカメ

ラ5台

（各グループ1

台）

・SDカード

3活動×5グ

ループ

・プリンター2台

（スタッフ私物）

・プリンター用

詰替インク（シアン・イエロー・マゼンタ）

・スティックのり、色鉛筆、マーカーなど

創造体験研修会Ａコース

「造形遊び」
身近なものの価値再発見

スタッフ
（指導者）

飛知和朋子（さいたま・大宮西小）
鈴木 利江（さいたま・岸町小）
高橋 太朗（さいたま・高砂小）
曽根田 瞳（さいたま・木崎小）
藤田多恵子（さいたま・北浦和小）
皆川 純子（さいたま・本太小）
小山 清香（さいたま・上木崎小）
藤井 晴菜（さいたま・仲町小）
野澤 朋子（さいたま・針ヶ谷小）
星野多賀子（さいたま・大東小）
坂口 遙子（さいたま・常盤北小）
成田 佳織（さいたま・仲本小）
尾竹 朝子（さいたま・本太中）
井藤 楓 （さいたま・大原中）
遠山 聡子（さいたま・大原中）
佐野絵梨夏（さいたま・常盤中）
郡司 藍子（さいたま・木崎中）
齋藤 真希（さいたま・木崎中）
才津 純子（さいたま・常盤小）
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3 活動内容

○自己紹介タイム スケッチブック1ページ目に

「私の好きな○○」をテーマに自由に描き、そ

れをもとに自分のことを話す。

○「カラフル色水ワールド」

・ペットボトルに水を入れ、インクを数滴混ぜ、

色水づくりをする。

・色水を思い思いの空き容器に入れてすてきなも

のを生み出し、並べたり、積んだり、組み合わ

せたりして楽しむ。

・「すてき！」「キレイ！」「発見！」の瞬間をデ

ジタルカメラで交代に撮影する。

○「すごいぞ へんしん だんぼ～る」

・段ボールで

どんなこと

をしてみた

いか話し合

う。

・手ざわりを

楽しみなが

ら、丸めたり、切ったり、重ねたり、組み合わ

せたりして思いのままに変化させていく。

・段ボールカッターの安全な扱いに慣れる。

○「ライトマジック」

・光源のもつ

面白さ、天

井や壁など

に光と影の

映る環境に

ついて触れ

る。

・「カラフル色水ワールド」と「すごいぞへんし

んだんぼ～る」の活動で生まれたものを使い、

図工室をよりすてきな場所に変身させていく。

・光源を人に向けたり、水が掛からないようにす

るなど安全な扱いに慣れる。

4 活動過程の参加者の様子

自己紹介タイムでは、初対面の参加者同士が「好

きなこと、色」などを伝え合うことで自然に空気

が和んでいた。

「カラフル色水

ワールド」では、一

人一人「いいな！」

と感じた色を様々な

空き容器に入れたり

並べたりするなど、

とぎれることなく活

動が続いた。多様な

材料を用意したことで、つるしたり、2重に入れ

たり、組み合わせていく楽しみが広がった。変化

していく瞬間を思い思いのやり方でスケッチブッ

クに工夫して残し、授業に生かせると高評価だっ

た。

「すごいぞへんしんだんぼ～る」では、暑い中、

段ボールを夢中で変化させていく姿が印象的だっ

た。広い床でお互いの活動に刺激を受けながら体

全体で楽しんだ。

「ライトマジック」では、2つの活動を受け、

場が次々に変化しあちこちで歓声が上がった。

5 まとめ

造形遊びでは、ふんだんに材料があることで子

どもの意欲がかき立てられたり、活動を保証する

ことができると再認識できた。それぞれの材料の

よさや弱点、環境問題との関連も含めて教材研究

を続け、選びたい。子どもが「つくり、つくりか

え、つくる」価値を支える子どもに寄りそう声か

けを続けたい。

才津 純子（さいたま・常盤小）
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1 趣旨の説明

「絵に表す」コースの題材設定の視点として「明

日から使える技法の獲得」や「イメージがふくら

む声かけのしかた」を考えた。図工・美術では、

技法を学ぶ場面・イメージをふくらませる場面・

描くものを決める場面と授業の中には様々な場面

が設定されているが、それらがうまく連携できて

いるだろうか。技法を学ばせる際に知識を伝達す

るだけになったり、造形遊びが学びとしてのねら

いに迫れず、ただ「楽しかった」でおしまいになっ

てしまったりするケースもあるのではないだろう

か。

本コースではそんな先生方の悩みにこたえるべ

く、技法とそこからイメージできる作品づくりを

体験し、互いの作品を鑑賞しあうことでまた新し

い技法やイメージのふくらみが実感できるよう企

画した。

2 素材・材料・用具の紹介

〇素材

画用紙・和紙・ケント紙・色画用紙

〇材料（画材）

クレヨン・オイルパステル・パステル・色鉛筆・

チョーク・水彩絵の具・アクリルガッシュ・版画

用インク・マーブリングインク・塩・水

〇用具

水彩筆・ローラー・刷毛・スポンジ・割りばし・

フォーク・串・歯ブラシ・金網・バット・ペット

ボトルキャップ・クッキングラップ・紙レース・

プラ板・段ボール・梱包材

3 活動内容

〇造形的感覚を磨く

絵や写真を見て、連想される形容詞やオノマト

ペをイメージとして言葉で書き込んでいく。また、

ある言葉から連想される形や色を簡単に描く。こ

の活動は形や色からイメージ・アイデアを広げる

活動で、作品をつくるときのヒントになる。

〇技法体験

児童に体験させたい技法を発達の段階に応じて

系統的にまとめ、さまざまな技法が体験できる

ブースを設けた。各ブースには担当スタッフがつ

き、ポイントを解説した。

〔技法ブース〕クレヨン・オイルパステルによる

ぼかし・ローラーテクニック・スパッタリング・

水彩のにじみ・バチック・マーブリング・スク

ラッチ・モノプリント・塩まき絵

〇作品の構想づくり

技法・イメージ・描くものの3点にポイントを

当て、どれかが決まっていない場合の声かけを工

創造体験研修会Ｂコース

「絵に表す」
見て、感じて、表す

～〇〇を見て、感じて描く～

スタッフ
（指導者）

田島 歩 （川口・戸塚南小）
加藤美由紀（川口・仲町小）
植村江身子（川口・芝樋ノ爪小）
宮本 優子（川口・柳崎小）
吉田 賢宏（川口・戸塚小）
黒田 智子（川口・舟戸小）
元田 博文（川口・根岸小）
金山 智子（川口・東本郷小）
久田 恵理（川口・芝小）
佐藤 哲也（川口・芝南小）
長澤 茜 （川口・舟戸小）
一條 昭代（川口・原町小）
田中 秀樹（川口・岸川中）
佐藤 園絵（川口・芝中）
石井 葉子（川口・安行中）
鈴木久美子（川口・芝西中）
佐藤 順子（川口・北中）
飯田 淳乃（川口・上青木中）
笠原たまき（川口・安行東中）
阿部 未希（川口・仲町中）
羽鳥 弘次（川口・十二月田中）
梅津 一義（川口・飯塚小）
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夫するよう、ロールプレイング方式で解説した。

〇作品づくり

技法体験・構想づくりを基に作品を制作した。

〇鑑賞活動 THE画商

参加者が画商を演じ、気に入った絵を売り込む

ためのアピールをする、という形で鑑賞活動をし

た。

4 活動過程

技法体験では、はじめは単発的にさまざまな技

法にチャレンジしていた参加者が「これとこれを

組み合わせると面白そうだ」「あの人がやってい

るアレを自分もやりたい」と、技法の模倣や組み

合わせをするように発展した。また「こういうイ

メージにしたい」とイメージから形や色をつくる

方がいれば、逆に形や色からイメージを発想し「偶

然できたこの色と形が○○に見える」という方も

いた。

構想づくりの場面では子どもの立場になり「こ

の技法を使いたいけど何を描けばいいかわからな

い」や「こんなイメージの作品をつくりたいけど、

どんな技法を使えばいいのかわからない」といっ

た悩みを話し合い、活動や技法の試しなどで解決

に向ける工夫を学んだ。

作品づくりでは先生同士の会話も弾み、楽しく

活動に取り組む様子が見られた。図工・美術の授

業において「楽しい」という状況はとても大切な

要素で、のびのびと活動することで新たな発想が

生まれたり個性が発揮されたりする。鑑賞活動に

おいても同様で、お手本どおりにできた技法をほ

めることも大切だが「自分はこの作品のこういう

ところが好き！」という感動を伝えあうことが「楽

しさ」につながるのだと思う。

5 まとめ

今回の研修は「イメージをもつことが難しい」

「イメージを形や色で表すことができない」とい

う悩みから始まっている。技法を学び、伝えるこ

とはできても、それを作品に活かすことは難しく、

何より子どもに「この感動を絵に表したい！」と

思ってもらうことが最大の課題であると考えてい

る。先にも述べたが、図工・美術における「楽し

い」はとても重要で、楽しいからこそ子どもは表

現したがるし、他者のよいところを認め合うこと

ができる。今回の研修に参加された先生方には技

法を学ぶことの楽しさだけでなく、仲間と会話し

ながらイメージをふくらませる楽しさも体験して

いただいた。ぜひともこの楽しさを、各学校で子

どもたちに伝えて欲しい。

羽鳥 弘次（川口・十二月田中）
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1 趣旨説明

前年度の申し送りを受け、「参加すると授業が

楽しくなる。」という提案になるように、今年度

は実際に授業の中で扱うことの多い身近な加工粘

土の素材の違いに注目した。

加工粘土の種類も多様化し、題材にあわせて使

い分けることができると、児童生徒の造形活動も

思い通りの表現がしやすく、達成感や満足感を味

わえるという仮説から多種類の加工粘土の性質の

違いを体験し、授業作りのヒントを生み出す提案

を行った。

2 素材・材料・用具の紹介

⑴ 紙粘土つくり材料・道具

・ミキサー・新聞紙・牛乳パック

・でんぷんのり

⑵ 加工粘土の種類

・ファンシークレイ・ATねんど

・黒ねんど ・Woody ・フォスター

・ハードクレイ（グレ－）・素焼き調ねんど

・AT粘土テラコッタ・スーパーライト

・まいるどスーパーライト

・AT粘土ブロンズ（以上アーティックより）

・100円ショップ粘土多数

⑶ 芯材・装飾材料

・麻ひも・たこ糸・モール・竹ひご・紙皿

・ストロー・紙ボール・割り箸・楊枝

・ピック・ビーズ・リボン・空き缶・針金

・ペットボトル・段ボール箱・新聞紙

・エアーキャップ・松ぼっくり・牛乳パック

⑷ 用具

・彫塑へら・切り針金・粘土のべ棒・ペンチ

・はさみ・ペットボトルはさみ・かきべら

・ステンレスボール・水彩絵の具・粘土板

・ポスターカラー・アクリル絵の具

3 活動内容

●研修1 粘土について

①手づくり・粘土つくり

創造体験研修会Ｃコース

立体に表す
～つくってクレイ～

スタッフ
（指導者）

清水 裕子（深谷・明戸中）
根岸 由紀（深谷・岡部中）
斉藤 優美（深谷・桜ヶ丘小）
榎本 浩子（深谷・明戸小）
矢板橋克基（深谷・幡羅小）
宮下菜々実（深谷・深谷小）
栗原 慶多（深谷・大寄小）
杉田 梓 （深谷・藤沢小）
宮田奈都子（深谷・深谷西小）
小暮 明彦（深谷・常盤小）
峯岸 潤子（深谷・八基小）
赤石 香子（深谷・上柴西小）
横塚久美子（深谷・上柴東小）
濱名智恵子（深谷・豊里小）
安田 基 （深谷・岡部小）
武藤 和美（深谷・榛沢小）
谷脇由利奈（深谷・本郷小）
小丸 文香（深谷・岡部西小）
古屋美恵子（深谷・花園小）
中村 朋美（深谷・川本北小
萩原 京子（深谷・川本南小）
田島美知子（深谷・幡羅中）
井上 暢之（深谷・深谷中）
大竹 清乃（深谷・藤沢中）
田島かおり（深谷・南中）
小林志津香（深谷・上柴中）
篠崎 治美（深谷・川本中）
中澤 信宏（深谷・花園中）
和田 志織（寄居・男衾小）
井出はる枝（寄居・男衾中）
田島 浩子（寄居・寄居小）
井上 結菜（寄居・鉢形小）
村田 瑛音（寄居・折原小）
吉田 正 （寄居・桜沢小）
田中 久士（寄居・用土小）
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新聞紙を使った紙粘土づくりを実演し、ミキ

サーで撹拌するところから練り上げまで行った。

②性質の違う粘土

基本的な粘土制作のポイ

ントを説明した。今回準備

した粘土の参考作品を提示

し、それぞれの特徴も説明

した。

③体験しよう

参加者に11種類の粘土を

小分けにして配布し、それ

ぞれの粘土の特徴を実際に

制作しながら感じ取っても

らった。

●研修2 題材を設定して制作しよう

小グループを作り、短時

間設定の題材研究と指導案

を考えた。低学年と中学年、

中学校がそれぞれ1グルー

プと高学年が2グループに分かれて、題材にあっ

た粘土を選んだり、粘土から題材を考えたりしな

がら、教材研究を進めた。

●研修3 グループの研修の成果を発表しよう

各グループ10分から15分

で指導案をもとに授業の流

れ、考えられる生徒の様子、

使用した粘土について発表

した。学年によって粘土に求める特徴が違うので、

異なる粘土の種類を比較することができた。

4 活動過程

○1班 小学校1年生

題材名「でこぼこはっけん」

感触・色の違う粘土を使

い、教室内外のでこぼこを

写し取りながら扱いやすい

粘土を探していた。着色まで考えると白くて固め

の粘土が扱いやすいことがわかった。

○2班 4年生 題材名「立ち上がれ！ねん土」

共同制作を通して対話が

生まれたり、新しい発想が

生まれたり、新しい形を生

み出すことが苦手な児童も

楽しく参加できる題材になった。「ハードクレイ」

を使うことで、磨いた感じの色の美しさも体感で

きた。

○3．4班 6年生 題材名「光ってクレイ！」

「ファンシークレイ」の

薄く伸ばすと透過する性質

を生かして芯材を工夫しな

がら自分だけのランプ

シェードを作る授業を考えた。粘土に色を混ぜて

出せる視覚の効果や、触り心地のよさなどさまざ

まな感覚を生かして制作していた。

○5班 中学1年生 題材名「ちいさな私の分身」

細かい描写をするために、

樹脂粘土と伸びのよいAT

粘土を併用し分身となる形

の制作を行った。AT粘土

は絵の具を混ぜやすく、扱いやすかった。樹脂粘

土は硬化すると透過性や光沢が見られ、よりリア

ルさを追求していた。

5 まとめ

普段、粘土を選ぶとき、使ったことのある粘土

をカタログから選んだり、申し送りで同じものを

使用したりと、実際に教師が様々な粘土に触れて

児童生徒の活動を想像して選ぶことは難しいもの

である。しかし、今回の提案を通して、発達段階

や目的、粘土の性質によって教師が「素材を選ぶ

目」をもつことの大切さを確認できた。

また、グループ活動を行い授業の展開を考えた

ことでお互いに感じていた疑問を解決し、より具

体的な指導案の作成ができた。

今回扱えなかった粘土や素材はまだたくさんあ

る。今後も教える側が「楽しい」と思えるような

素材に積極的に向き合い、児童生徒につくり出す

喜びを味わわせる研修をしていきたい。

清水 裕子（深谷・明戸中）
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1 趣旨の説明
本コースでは、「生活に生かす」『Enjoy!～美
術の力で生活を豊かに楽しく～』をテーマに、
“子どもたちの生活”が“美術の力で豊かに楽し
く”なるようにと考えた。昨年度の“Change!”
に続き、今年度はキーワードを“Enjoy!”とし、
「つくって遊べる（遊び倒せる）」ものを提案した。
2 素材・材料・用具の紹介
描画材各種、接着剤・のり・テープ類・グルー
ガン・和紙・色画用紙・トレーシングペーパー・
紙皿・紙コップ・ダンボール・紙ひも・紙粘土・
ラミネートフィルム・ペットボトル・毛糸・針
金・ビー玉・磁石・輪ゴム・ストロー・風船・タ
コ糸・ハトメ・缶・カゴ・装飾材料各種 他。
発想を広げ、思いを形にしやすいようにとたく
さんの材料や用具を用意した。「たくさんあって
ワクワクする！」「でもこんなにあると迷うな
…」との声。子どもたちの気持ちになって、素材
に向き合うことができた。
3 活動内容と活動過程
⑴ 考える
はじめに、活動の目的を共有するために、コー

スのテーマである「生活に生かす」について参加
者全員で考えた。「美術を生活に生かすってどん
なことでしょう。」「子どもたちは美術で学んだこ
とをどのように生活に生かしているのでしょうか。
または、どのように生かしてほしいと考えます
か。」等、いくつかの問い対してグループで意見
交換をしてもらった。活発に意見交換をし、「生
活に生かす」をどうとらえるか、みんなで確認す
ることができた。
⑵ 試す
〇「ビー玉ころころ」
〇「ぴょんぴょんジャンプ」
〇「パンパンつなわたり」
発想を助ける3つの「仕組み」を提案した。ど
れも、教科書に載っているものや、子どもの頃に
遊んだことがあるようなシンプルな「仕組み」で
ある。また、身近な材料を使って簡単につくるこ
とができる。決して目新しい提案ではなかったが、
参加者は、目をキラキラさせ、「ワー！」「すご
い！」と声をあげていた。自分の手でつくり、遊
んでみることで、感動や発見があったようだ。
⑶ つくる

“めざせ！ZUKOlympic!!”

より高く！より速く！より美しく！

試した3つの仕組みに加え、教科書題材やス
タッフがつくった参考作品などからも発想を広げ、
遊べる作品をつくろうと提案した。また、活動の
最後には、ZUKOlympic を開催し、競って遊ぶ
ことも伝えた。
ZUKOlympic というキャッチーな場の設定に
より、すぐに参加の先生方が制作に取り掛かると
予想していたが、提案からしばらくは、制作をせ
ず、材料を探したり、新たな「仕組み」を探そう
と教科書を見たり、スタッフや参加者と話をした
り、情報収集をしている参加者が多くみられた。
まずはひと通りの情報を確認してから、「こんな
のつくってみたい！」「いいこと考えたぞ！」と
作戦を立てているようだった。
それぞれの作戦が決まると、集中して制作して
いた。同じ「仕組み」で、いくつものパターンを
試す人、様々な「仕組み」にチャレンジする人、
装飾にこだわる人、どうしたら美しく跳ぶかをひ
たすら研究する人・・・など、より高く！より速く！

創造体験研修会Ｄコース

生活に生かす
『Enjoy!』

～美術の力で生活を豊かに楽しく～

スタッフ
（指導者）

鈴木 彩子（坂戸・桜中）
及川美沙子（入間・東金子小）
児島 綾子（狭山・新狭山小）
佐野 仁（入間・東金子中）
高野 敏（所沢・椿峰小）
戸口 道代（入間・藤沢北小）
和田 華子（所沢・椿峰小）
二木 洋明（東松山・東中）
阿形 寿和（東松山・野本小）
池田恵理子（吉見・東第一小）
川崎 真美（東松山・松山中）
古橋 咲絵（川島・井草小）
塩原 京子（吉見・北小）
中村 愛 （滑川・滑川中）
贄田 朱梨（東松山・唐子小）
西川 洋充（東松山・高坂小）
脇谷 和夫（吉見・西小）
三戸 知子（鳩山・亀井小）
栁澤 京子（川島・井草小）
和気智恵美（吉見・南小）
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より美しく！を合言葉にZUKOlympic を目指し
て、試行錯誤を繰り返していた。身近な材料で、
容易につくれる「仕組み」であるからこそ、失敗
を恐れず様々な発想が生まれていた。

⑷ 試す―2
〇「プルプルちゃん」
〇「中間競技（協議）会」
午後の活動は、初めにスタッフからもう1つお
もしろい動きをする造形を提案した。そして、「中
間競技（協議）会」として午前につくったもので
遊んでみようと伝えた。実際に遊んでみることで
気付くことや席を立って他の参加者と対話するこ
とで気付くこと、様々な材料に触れて気付くこと、
スタッフの声がけから気付くこと・・・など、新た
な気付きがあり、さらに発想を広げたり、深めた
りして午後の時間も充実した活動となった。加え
て、「教材化するなら…」「学校で活用するなら
…」といった視点で、“明日の授業”を構想しな
がら制作することも提案した。夢中でつくりなが
らも、子どもたちのことを思い浮かべ、「何を学
ぶか」「どのように学ぶか」そして、その学習を
通して「何ができるようになるか」等、スタッフ
や他の参加者と意見の交換をする姿も見られた。
⑸ 遊ぶ！遊び倒す！
最後は、試行錯誤を重ね、つくった作品で遊ぶ、
ZUKOlympic である。スタッフがつくったオリ
ンピックスタジアムに移動し、「とぶ、すすむ・
はしる、ころがる・まわる、のぼる・おりる、フ
リースタイル」などの競技で競い合いました。よ
り高く、より速くはもちろんのこと、動きのおも
しろさや美しさ、そこに込められたストーリーな
ど、どの作品も本当に魅力的であった。また、大
勢の人が見守り、大歓声の中で、競技をする姿は、
本家オリンピックにも引けを取らない感動的なも
のとなった。練習ではうまくいったのに、いざ競
技では、思うようにいかなかったり、研究の成果
を発揮して最高のジャンプを見せたり、一瞬の動
きをとらえようとカメラを構えて見守ったり、大
声をあげて喜んだり、笑ったり・・・。たくさんの

ドラマがあった。気付けば、どこから集まってき
たのか、大勢のギャラリーに囲まれ、大盛況の
ZUKOlympic となった。つくった作品で“遊び
倒す”ほどの十分な時間は取れなかったが、本当
に楽しい時間であった。

4 まとめ
「生活に生かす」コースの2年目。昨年の提案
を終え、「生活に生かす」をどうとらえるべきだっ
たのだろうかとずっと問い続ける1年間であった。
また悩める夏がやってきた・・・と、スタッフみん
なで今年もとにかく悩んだ。何度も根本を問い直
す話し合いをした。そして、たどり着いたのは、
“子どもたちの生活”という視点だ。昨年度の提
案で抜け落ちていた視点でもあり、リベンジの意
味も込めて、“子どもたちの生活を美術の力で豊
かに楽しく”にフォーカスした。結果、提案は小
学校の教科書題材をもとにした内容となった。中
学校の先生方には、不評なのではとの意見もあっ
たが、活動を通して「何を学ぶか」「どのように
学ぶか」、「何ができるようになるか」を考えれ
ば、決して小学校向きと否定される内容ではない
はずと考えた。
実際に活動してみると、小中の差どころか、大
人が夢中になって本気で取り組み、全力で遊んで
いた。「主体的・対話的で深い学び」も実現でき
たように思う。
3年目となる来年度は、“Gift”と題し、“生

活に生かす”のテーマをさらに深めたいと考えて
いる。子どもたちの豊かな学びのために、私たち
も学び続けたいと思う。

鈴木 彩子（坂戸・桜中）
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1 趣旨の説明

鑑賞というと「学習の進め方がワンパターンに

なってしまう」「芸術作品へのアプローチ法や鑑

賞活動での視点の与え方が分からない」など、つ

い敬遠しがちである。しかし、子どもたちは鑑賞

の活動を通して作品から感じ取ったことをもとに

考えたり、友達と意見を共有したりすることで新

しい発見があり、さらに考えを深めることができ

る。

そこで、実際に実践された鑑賞活動を体験し、

子どもたちの目線で楽しんでもらい鑑賞の授業に

対するハードルを下げることを目的とした。さら

に、実際の子どもたちの反応や鑑賞活動に必要な

視点の与え方なども紹介し、実践しやすいよう工

夫した。

2 素材・材料・用具の説明

○用具

・鑑賞ワークシート

・アートカード（サトエ記念21世紀美術館所蔵作

品をカードにしたものを許可をもらい複製し

た）

3 活動内容・活動過程

① アートカードを取り入れた授業

作品をよく見る、考えを深める、お互いの意見

を共有することをねらいとして、ゲームのように

楽しみながらできる活動を行った。

マッチングゲーム

2枚のカードの共通点を見つける。

自己紹介しながら、形・色・その絵から受ける

イメージを考えて共通点を

探した。

いっせーのっせ！

言葉や質問のイメージに

合う「絵」を直感的に探す。

「自分の部屋に置きたい

絵は？」「“冷たい”（また

は“あたたかい、ほのぼの”等）でイメージする

絵は？」なぜその絵を選んだのか伝え合う。

選ぶ絵が同じであったり、全く違う絵を選んで

いたり、同じ絵を選んでいてもその人の感じ方が

違うことが分かる。

プレゼントフォーユー！

贈り物をする相手の性格や好みに合った絵を選

び、その理由を伝え合う。「大切な友達へ」「校

長先生へ」など。プレゼントする人をイメージし、

なぜその絵を選んだのか聞き、共感できる。

名探偵ゲーム

カードを選んだ理由と、描かれている内容につ

いてグループで発表し、その中から話し合って絵

創造体験研修会Ｅコース

「鑑賞活動」
鑑賞の引き出し

～誰にでもできる鑑賞授業入門～

スタッフ
（指導者）

中島 高広（加須・大越小）
松田 洋子（加須・三俣小）
佐怒賀筑美（加須・礼羽小）
飯田由梨乃（加須・大桑小）
武正美智子（加須・花崎北小）
五十嵐友子（加須・騎西小）
田村 幸子（加須・鴻茎小）
村山 佳子（加須・北川辺西小）
中村 優花（加須・大利根東小）
高橋有美子（加須・原道小）
吉澤 友希（加須・加須南小）
植田 晴香（行田・北小）
吉田 夏絵（行田・荒木小）
荻野 啓子（羽生・岩瀬小）
田髙 一洋（羽生・川俣小）
牛久 智美（加須・大利根中）
小島 容子（加須・昭和中）
岩淵 優子（加須・騎西中）
鈴木 聖乃（加須・加須西中）
五味 愛子（加須・加須東中）
川久保秀美（羽生・南中）
稲垣 直人（羽生・東中）
瀬田真希穂（羽生・西中）
福知 秀幸（羽生・南中）
井手 健仁（行田・埼玉中）
廿楽 紘子（行田・長野中）
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を選ぶ。（選んだ作品についてグループごとに形・

色・作品の様子についてヒントを出す。）

問題を重ねるごとにグループで選ばれる絵が一

致してきた。

② アートかるた

授業案をもとに、

模擬授業のような

形でアートカード

を使ったかるた遊びの実践紹介をした。

ねらいは「美術作品をよく見て、見つけたり感

じたりしたことを話し合う中で、友達との見方や

感じ方の違いに気付き、自分なりの作品の見方や

感じ方を深めることができる」である。

今回は①の取組と同じく、サトエ美術館のアー

トカードを使って行った。流れは、アートカード

の中から気に入った作品を1枚選び、その作品を

絵札に見立て五七五の読み札を作る。読み札を考

えるときに、作品から感じた形・色・イメージか

らさらに自分なりの想像を広げ作品を味わった。

児童が考えた読み札を紹介すると、大人顔負けの

豊かな発想に参加者は驚いていた。

③ 鑑賞『近所に新しく来た子どもたち』

日本文教出版1年の教科書に載っているノーマ

ン・ロックウェル『近所に新しく来た子どもた

ち』を取り上げ、鑑賞の授業を体験した。

ねらいは、「友達の意見から自分の見方、考え

を広めよう」「鑑賞する楽しさを味わおう」で、

中学校1年生で初めての鑑賞を想定した。

流れは、個人での鑑賞の後にグループで感じた

ことを意見交換し、共有する。その後の鑑賞（話

合い活動）のテーマとして、「この子どもたちは

この後どうなるか」を投げかけ、グループで鑑賞

を深め発表した。鑑賞の際は、色・形（構図や人

物の動きなども）から、想像を広げ作者が作品に

込めたメッセージや描かれた子どもたちのその後

だけでなくこの場面に至った経緯など幅広い意見

を全体で共有した。

④ 語彙カードを活用した鑑賞活動

ねらいを「語彙カードを活用し、自分が感じ取っ

たものを相手に伝える力を育成する。」として実

践を行い、その取組の様子を発表した。

鑑賞活動では、自分が感じたことを言葉によっ

て対話したり書いたりする場面が多い。そこで、

言葉にするのが難しい子どもへどのような支援が

できるかという視点から語彙カードの取組を行っ

た。

語彙カードとは、「楽しい」「ぴかぴか」「静か

な」「ぞわぞわ」などの言葉が書いてあるカード

のことで、そこから感じたことに近い言葉を探す。

そしてなぜそう感じたかの理由などを引き出すこ

とで、やりとりを深めることができる。

語彙カードは言葉を工夫することで小学校低学

年の授業に用いたり、制作において構想を深める

ための思考ツールとしても活用したりできる。

中学校で語彙カードを使った取組を行った成果

として、意欲的に授業に参加できる生徒が増えた

点と、文章表記が苦手な生徒も鑑賞文を書くこと

ができた点が挙げられた。

4 まとめ

様々な鑑賞の題材を授業形式で実際に体験して

もらい、グループでの活動の時間を多くとること

で活発な意見交換ができた。参加者の先生方も積

極的に参加してくれたことで、より楽しく充実し

た活動ができた。

形・色・イメージなどの鑑賞の視点を明確にし

ていくことで、「鑑賞＝難しい」という印象も変

えられたようだった。

廿楽 紘子（行田・長野中）
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令和元年度 埼玉県美術教育連盟役員
顧 問 山屋 敬典 五井 修 馬場 恒安 三澤 文人 松本 晃 野澤 優 茅野 憲一

石田 拓喜 笠原 秀夫 村上 博俊 矢嶋 廣明 関根 隆之 加藤 修
連 盟 長 中川 昇次 さいたま市・片柳中
副連盟長 丹後 雅博 さいたま市・大宮西小 森田 直樹 上尾市・東中

武藤 篤美 坂戸市・大家小 濵名 博昭 本庄市・本庄東小 中島 高広 加須市・大越小
監 事 伊藤 貴重 越谷市・大沢北小 伊藤 政久 川口市・安行東小
研究部長 山田 一文 戸田市・美笹中
編集部長 板橋 利行 川口市・前川東小
事業部長 久松 丈記 さいたま市・大宮北小
事務局長 廣田 和人 埼大附属小
幹 事〔本部役員事務局〕

坂井 貴文 埼大附属小 安藤 健太 埼大附属小 小西 悟士 埼大附属中
吉田 真梨 埼大附属中
〔本部役員事務局会計〕
日髙 大介 さいたま市・上落合小

常任理事・理事（◎：ブロック長 ○：地区代表 ◇：地区事務局長）
地 区 常 任 理 事 理 事 ・ 小 理 事 ・ 中

さ

い

た

ま

市

◎丹後 雅博 さいたま市・大宮西小
○中川 昇次 さいたま・片柳中
久松 丈記 さいたま・大宮北小
丹後 雅博 さいたま・大宮西小
寺内 啓容 さいたま・浦和中
金子 宣史 さいたま・上落合小
正田真由美 さいたま・七里中
藤本 往弘 さいたま・南浦和小
石田 成夫 さいたま・中尾小
中込 光統 さいたま・大谷口小
◇田島 均 さいたま・辻小

才津 純子 さいたま・常盤小
飛知和朋子 さいたま・大宮西小
蓮見 隆代 さいたま・浦和大里小
日高 大介 さいたま・上落合小
駒込 祥子 さいたま・善前小
依田 淳子 さいたま・栄小
吉田 桂子 さいたま・東大成小
石井ゆかり さいたま・七里小
白岩 智哉 さいたま・大砂土東小
野島 由美 さいたま・指扇北小
河村 智佳 さいたま・下落合小
磯部 繁征 さいたま・片柳小

山口 史貴 さいたま・大宮北中
小林 幸子 さいたま・三橋中
豊田 純子 さいたま・大成中
山岸 啓介 さいたま・指扇中
八木橋麻子 さいたま・慈恩寺中
尾竹 朝子 さいたま・本太中
板倉香代美 さいたま・宮原中
鳥山多加子 さいたま・大久保中
高藤 友輔 さいたま・大宮南中
小口 稚聡 さいたま・与野東中

南

部
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ッ

ク

◎森田 直樹 上尾市・東中
北足立南 ○山根 淳一 戸田・新曽北小

山田 一文 戸田・美笹中
板橋 利行 川口・前川東小
加田 明 川口・原町小
伊藤 政久 川口・安行東小
小出喜代子 川口・領家中
岩田 直代 川口・鳩ケ谷小
岩崎 良紀 朝霞・朝霞第五中
滝沢 和子 戸田・美谷本小
高田悠希子 戸田・新曽中
松井 一民 草加・谷塚小
中西 正春 志木・志木第二中
服部 方暢 新座・第五中
飯田 成子 朝霞・朝霞第五中
矢花 俊樹 蕨・北小
◇吉田 賢宏 川口・戸塚小

高比良紀代美 戸田・芦原小
渡邉 敏史 蕨・中央小
梅津 一義 川口・飯塚小
田村 光隆 草加・松原小
門田 生世 志木・宗岡第三小
依田 祥子 新座・第四小
齋藤 彩乃 朝霞・朝霞第八小
隅田 菜月 和光・本町小

濱田 征臣 戸田・喜沢中
澤井 敦子 蕨・東中
羽鳥 弘次 川口・十二月田中
福澤 好子 草加・草加中
井上 佳代 志木・志木宗岡中
浅沼 夏菜 新座・第三中
磯 美夏子 朝霞・朝霞第三中
大森 晴海 和光・第二中

北足立北 ○閑野 千鶴 桶川・日出谷小
◇馬場 有香 鴻巣・広田小
荒井 幸子 鴻巣・鴻巣西中
石塚 香代 鴻巣・吹上小
庄田 薫 鴻巣・屈巣小
大山 文子 鴻巣・赤見台中
大滝 知実 北本・東小
長峯絵里子 桶川・桶川西中
関口 竜平 上尾・上平中
木村 光江 上尾・瓦葺中

尾見 拓哉 上尾・大谷小
山田 成美 桶川・朝日小
塚越 結麻 伊奈町・小針北小
太田 典子 北本・西小
中島 重陽 鴻巣・鴻巣南小

大島 伸夫 上尾・大石中
津田理恵子 桶川・桶川東中
小野 東子 伊奈町・伊奈中
田中 和之 北本・北本中
大塚 祐由 鴻巣・鴻巣中

西
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ッ
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◎武藤 篤美 坂戸市・大家小
入 間 ○鈴木勢津子 所沢・荒幡小

小峰 貞夫 坂戸・住吉中
武藤 篤美 坂戸・大家小
田中 晃 川越・東中
田中 俊一 所沢・松井小
◇萩原 秀基 川越・霞ケ関南小
嶋田恵美子 川越・霞ケ関小
高橋 瑠美 川越・高階西小
新家子美知子 ふじみ野・大井小
五十嵐由里子 三芳町・唐沢小
安藤 栄信 川越・砂中
杉浦ゆうこ ふじみ野・駒西小
山中 浩一 川越・東中
鈴木 彩子 坂戸・桜中
森下 弘章 飯能・飯能西中
西宮 淳 毛呂山町・光山小
宇野 牧恵 入間・狭山小

及川美沙子 入間・東金子小
笹沼 穂 越生町・越生小
清水 梓 川越・霞ケ関小
木藤 龍一 川越・霞ケ関北小
島田 一恵 坂戸・浅羽野小
栄喜 寿美 狭山・南小
皆川 優花 鶴ヶ島・新町小
中川 千春 所沢・北秋津小
渡邉 美和 飯能・奥武蔵小
山田 悠紀 飯能・加治小
神山貴和子 日高・高麗川小
秋馬 里菜 日高・高根小
田口 小夏 富士見・富士見特支
梨本 綾香 ふじみ野・元福小
新井 光弘 三芳町・上富小

佐野 仁 入間・東金子中
山本 薫 毛呂山町・川角中
日山しのぶ 川越・川越第一中
黒川 美幸 川越・寺尾中
亀山 幸子 坂戸・坂戸中
三上 司朗 狭山・山王中
熊谷 里香 鶴ヶ島・藤中
常岡 幸夫 所沢・向陽中
髙橋 七海 富士見・本郷中
斎藤めぐみ 三芳町・三芳東中
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地 区 常 任 理 事 理 事 ・ 小 理 事 ・ 中
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比 企 ○阿形 寿和 東松山・野本小
西川 洋充 東松山・高坂小
万里 拓己 小川町・東中
羽鳥あゆみ 嵐山町・七里小
田島 史絵 ときがわ町・明覚小
後藤 雅史 川島町・川島中
池田恵理子 吉見町・東第一小
◇二木 洋明 東松山・東中

富田 純 小川町・小川小
寺山いつみ 滑川町・月の輪小
髙橋 靖子 鳩山町・鳩山小
島村 富子 川島町・伊草小

渡辺 薫 吉見町・吉見中
中村 愛 滑川町・滑川中

北

部
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◎濵名 博昭 本庄市・本庄東小
児 玉 ○岡村 和美 本庄・北泉小

田島 明廣 神川町・神泉小
◇大塚 素嗣 本庄・共和小
二木 利子 本庄・児玉中
豊浦 友紀 本庄・本庄東小
内田 千夏 美里町・大沢小

豊田 純子 本庄・中央小
豊浦 友紀 本庄・本庄東小
新井 未来 本庄・金屋小
安田 浩一 上里町・上里東小
神尾 篤 上里町・七本木小
小林 玲子 美里町・東児玉小
内田 千夏 美里町・大沢小
内田 薫 神川町・青柳小
小林友里奈 神川町・渡瀬小

高橋 京子 本庄・本庄東中
肥高 雅美 本庄・本庄西中
森重利枝子 本庄・本庄南中
二木 利子 本庄・児玉中
星野 晴紀 上里町・上里中
並木 好江 美里町・美里中
安藤 友紀 上里町・上里北中
三宅 光起 神川町・神川中

大 里 ○大谷 裕紀 熊谷・玉井小
細井奈津子 熊谷・荒川中
平井 倫 熊谷・成田小
古屋美恵子 深谷・花園小
榎本 浩子 深谷・明戸小
斉藤 優美 深谷・桜ヶ丘小
峯岸 潤子 深谷・八基小
中村 朋美 深谷・川本北小
清水 裕子 深谷・明戸中
篠崎 治美 深谷・川本中
和田 志織 寄居町・男衾小
井出はる枝 寄居町・男衾中
◇根岸 由紀 深谷・岡部中

竹内 彩 熊谷・中条小
飯田理恵子 熊谷・石原小
田中愛梨香 熊谷・吉岡小
矢代 由喜 熊谷・別府小
宮下菜々実 深谷・深谷小
横塚久美子 深谷・上柴東小
武藤 和美 深谷・榛沢小
小丸 文香 深谷・岡部西小
吉田 正 寄居町・桜沢小
井上 結菜 寄居町・鉢形小

永井 浩子 熊谷・三尻中
関根 麗 熊谷・大幡中
吉田 勝宣 熊谷・熊谷東中
吉田 賢彦 熊谷・吉岡中
大竹 清乃 深谷・藤沢中
井上 暢之 深谷・深谷中

秩 父 ○大澤 伸一 秩父・荒川西小
加藤 悦子 小鹿野町・小鹿野中
長橋 寿子 小鹿野町・長若小
◇中村 直史 秩父・秩父第一中

須永 美礼 小鹿野町・両神小
星野 哲郎 皆野町・皆野小

福嶋 淳 秩父・吉田中
赤岩 菜美 秩父・秩父第二中
関根 梓 長瀞町・長瀞中

東

部

ブ

ロ

ッ

ク

◎中島 高広 加須市・大越小
北 埼 玉 ○中島 高広 加須・大越小

山水 明 羽生・東中
鳥越 人美 羽生・新郷第二小
牛久 智美 加須・大利根中
稲垣 直人 羽生・東中
◇廿楽 紘子 行田・長野中

横田 唯 行田・泉小
坂詰 和美 行田・桜ヶ丘小
伊藤 弥栄 羽生・羽生南小
五十嵐美香 羽生・須影小
岡安美沙枝 加須・加須小
林 和子 加須・田ヶ谷小
金子 愛子 加須・豊野小
吉澤 友希 加須・加須南小

井手 健仁 行田・埼玉中
佐藤勇貴江 行田・西中
岡戸美樹子 行田・行田中
小島 容子 加須・昭和中
岩淵 優子 加須・騎西中
川久保秀美 羽生・南中
安藤 美子 羽生・西中

埼 葛 ○峯 裕彦 越谷・東中
伊藤 貴重 越谷・大澤北小
寺井進一郎 久喜・久喜東中
岡村 勝成 三郷・彦糸小
清水 和貴 三郷・高州東小
守田 純一 三郷・吹上小
小林 昭生 越谷・武蔵野中
伊藤 裕介 越谷・中央中
鳥海奈津子 久喜・鷲宮西中
小林 寿子 久喜・太東中
松村 陽子 越谷・花田小
桐ケ谷麻紀 吉川・中曽根小
平栗 彰子 春日部・上沖小
石川 清子 宮代町・百間中
小山 健 松伏町・松伏小
◇宮本 元 越谷・東中

林 友子 春日部・内牧小
中村恵三子 蓮田・蓮田中央小
川上 京太 越谷・荻島小
金田 彩子 八潮・潮止小
西 隆広 久喜・桜田小
亀岡 千紘 白岡・篠津小
服部 千裕 宮代町・百間小
佐藤 一平 幸手・吉田小
坂齊 諒一 杉戸町・杉戸第二小
和泉田安里 松伏町・松伏小
桐ケ谷麻紀 吉川・中曽根小
佐藤 慶子 三郷・吹上小

谷 弘美 春日部・大沼中
野口 照子 蓮田・黒浜中
新井 美智 越谷・大袋中
栗原 雅子 八潮・潮止中
小林 寿子 久喜・太東中
吉村 英治 白岡・白岡中
石川 清子 宮代町・百間中
関谷 典子 幸手・幸手中
関口 美弘 杉戸町・広島中
大内彩記子 松伏町・松伏第二中
山本 夕菜 吉川・中央中
本間恵里加 三郷・早稲田中

埼 玉 大 学 廣田 和人 埼大附属小
小西 悟士 埼大附属中

坂井 貴文 埼大附属小
安藤 健太 埼大附属小

吉田 真梨 埼大附属中

専門部事務局
部 専 門 部 事 務 局 （ ◎ ： 部 長 ◇ ： 部 事 務 局 長 ）

研 究 部

◎山田 一文 戸田・美笹中
石井ゆかり さいたま・七里小
森田 真以 さいたま・大谷場東小
服部 方暢 新座・第五中
関口 竜平 上尾・上平中
大山 文子 鴻巣・赤見台中
長峯絵里子 桶川・桶川西中
田野 順子 北本・東中
石塚 香代 鴻巣・吹上小
久松 丈記 さいたま・大宮北小

石塚 香代 鴻巣・吹上小
尾見 拓哉 上尾・大谷小
大島 伸夫 上尾・大石中
二木 洋明 東松山・東中
井手尾晋一 狭山・新狭山小
安藤 栄信 川越・砂中
高野 敏 所沢・椿峰小
鈴木 彩子 坂戸・桜中

古屋美恵子 深谷・深谷西小
根岸 由紀 深谷・岡部中
星野 哲郎 皆野町・皆野小
榎本 浩子 深谷・明戸小
小山 健 松伏・松伏小
平栗 彰子 春日部・上沖小
廿楽 紘子 行田・長野中
中 温子 白岡・南中

事 業 部 ◎久松 丈記 さいたま・大宮北小

編 集 部

◎板橋 利行 川口・前川東小
◇本多 啓介 草加・草加中
杉原 優華 和光・広沢小
宮澤 直美 新座・陣屋小
阿武 智子 吉川・三輪野江小
杉浦ゆうこ ふじみ野・駒西小

秋山 真吾 さいたま・木崎小
鈴木 利枝 さいたま・岸町小
伊藤 裕介 三郷・彦糸小
濱田 征臣 戸田・喜沢中
西宮 淳 毛呂山・光山小
金山 智子 川口・東本郷小
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埼玉県美術教育連盟会則
第 1 章 総 則

第1条 本会は、埼玉県美術教育連盟と称し、
事務局を会長指定の学校に置く。

第2条 本会は、美術教育の振興を図ることを
目的とする。

第3条 本会は前条の目的を達成するため、次
の事業を行う。
1 美術教育に関する調査研究、並びに調
査研究の奨励・助成。
2 講演会、講習会、研究協議会、展覧会、
制作会等の開催。
3 関係機関・団体との連絡。
4 その他必要な事項。

第 2 章 組 織
第4条 本会は、埼玉県内小中学校の美術教育

に関する教職員をもって組織する。
第 3 章 役 員

第5条 本会に次の役員を置く。
1 連 盟 長 1名
2 副連盟長 5名
3 常任理事 若干名
4 理 事 若干名
5 監 事 2名
6 幹 事 若干名

第6条 役員の任務は、次のとおりとする。
1 連盟長は、本会を代表し、会務を総理
し、各種会議等を召集する。
2 副連盟長は、連盟長を補佐し、連盟長
に事故ある時はその職務を代理する。
3 常任理事は、常任理事会を構成し、会
務の企画、執行するとともに、各地区と
連絡の任に当たる。
4 理事は、理事会を構成し、総会から委
任された事項について審議決定するとと
もに、各班との連絡の任にあたる。
5 監事は、会計を監査する。
6 幹事は、庶務会計をつかさどる。

第7条 役員の選出は、次のとおりとする。
1 連盟長、副連盟長、監事は、理事会で
選出する。
2 常任理事は、各地区ごとに、小中学校
1名を選出する。ただし、必要により若
干名を増すことができる。
3 理事は、各班ごとに小中学校各1名を
選出する。
4 常任理事、理事は兼ねることができる。

5 幹事は、連盟長が委嘱する。幹事のう
ち1名を事務局長とする。

第8条 役員の任期は2年とする。ただし、再
任を妨げない。補欠役員の任期は、前任
者の残任期間とする。

第9条 本会に顧問を置くことができる。
第 4 章 機 関

第10条 本会に、次の機関を置く。
1 総会 2 理事会 3 常任理事会

第11条 総会は、毎年一回開催する。ただし、
必要により臨時に開催することができる。
1 総会では、次の事項について、審議決
定する。
� 会務の報告ならびに決算。
� 事業計画ならびに予算。
� 会則の変更、その他必要な事項。
2 総会は、必要により、理事会をもって、
これにかえることができる。

第12条 理事会は、次の事項について審議する。
1 会務の報告ならびに決算。
2 事業計画ならびに予算。
3 会則の変更、その他必要な事項。

第13条 常任理事会は、次のことを行う。
1 各種原案の作成。
2 総会、理事会決定事項の処理。
3 その他必要な事項。

第14条 本会は、会務を処理するため、次の専
門部を設ける。ただし、必要により臨時
に専門委員会を設けることができる。
1 研究部 2 事業部 3 編集部

第15条 各専門部ならびに専門委員会の構成は
理事会で定める。
第 5 章 会 計

第16条 本会の経費は、埼玉県連合教育研究会
の配分金をもって充てる。

第17条 本会の会計年度は、4月1日より翌年
3月31日までとする。

付 則 本会則は昭和25年5月1日から施行す
る。
本会則は昭和50年5月14日から改正
施行する。
本会則は昭和55年6月10日から改正
施行する。
本会則は平成12年8月9日から改正
施行する。
本会則は平成16年6月11日から改正
施行する。
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令和元年度 事 業 概 要
Ⅰ 研究主題と方針
1 研究主題
きらめく感性 つくりだす喜び
～未来をひらく授業づくり 「深い学び」の探求～

2 活動方針
⑴ 本年度の研究テーマは「きらめく感性 つ
くりだす喜び ～未来をひらく授業づくり
『深い学び』の探求～」とする。
⑵ 子どもの心と力をどのように見取っていく
かを研究し、示していく。
⑶ 令和5年（2023年）の「関ブロ大会」を見
据えながら、「未来をひらく授業づくり」に
つながるような提案、目玉になるような提案
を埼玉から発信できるよう準備していく。

Ⅱ 活動状況
会則に基づき、次の事業を行った。
4月17日（水）正副連盟長・事務局会議

［埼大教育学部附属小］
5月10日（金）役員研修会（常任理事会）

［埼大教育学部附属小］
6月14日（金）総会［ときわ会館大ホール］
6月15日（土）関ブロ代表者会議

［新宿区立淀橋第四小］
8月6日（火）・7日（水）

第61回埼玉県造形教育大会
［埼玉大学教育学部附属小学校］

8月22日（木）身障者福祉美術展中央審査
役員研修会（理事会）
［県障害者交流センター］

10月11日（金）郷土展中央審査
［本庄市立本庄東小学校］

10月19日（土）・20日（日）
第61回身障者福祉美術展
【西部】［東松山市南地区体育館］

11月14日（木）・15日（金）
第59回関東甲信越静地区
造形教育研究大会群馬大会
［昌賢学園まえばしホール
（前橋市民文化会館）］

11月30日（土）・12月1日（金）
第54回郷土展中央展【北部】
［本庄市立本庄東小学校］

1月下旬 第60回埼玉県児童生徒美術展
［県下10会場］

2月4日（火）正副連盟長・事務局長会議
［埼大教育学部附属小］

2月12日（水）県美術展第12回中央展審査
［埼玉県立近代美術館］

2月14日（金）役員研修会（理事会）
［埼玉県立近代美術館］

2月15日（土）～16日（日）
県美術展第12回中央展

［埼玉県立近代美術館］
2月16日（日）県美術展第12回中央展表彰式

Ⅲ 研究
研究テーマ
きらめく感性 つくりだす喜び
～未来をひらく授業づくり 「深い学び」の探求～

1 第61回埼玉県造形教育研究大会
⑴ 趣旨
造形教育研究大会のPart1「授業実践研究会」
では、県美連の研究テーマ（大会テーマ）及び追
究観点①～③を受け、各分科会の研究の視点にそ
って提案される各地区の授業実践研究の事例をも
とに、研究協議を行う。このことをとおして、児
童生徒理解を深め、育まれる力を検証するととも
に、豊かな授業づくりのための理念や手立てを学
び合い、広めることで、図工・美術教育のさらな
る充実を図る。
Part2「創造体験研修会」では、県美連の研
究テーマ（大会テーマ）及び追究観点①～③を受
け、各コースの題材設定の視点にそって提案され
るワークショップ（創造的・開発的な実技研修）
を行う。これをもとに、自らが創造的な体験をす
ることをとおして、児童生徒の心や育まれる力を
実感するとともに、豊かな題材開発と授業づくり
のための実践力を培う。
⑵ 主催 埼玉県美術教育連盟
⑶ 後援 埼玉県教育委員会

さいたま市教育委員会
⑷ 期日 Part1：令和元年8月6日（火）

Part2：令和元年8月7日（水）
⑸ 会場 埼玉大学教育学部附属小学校
⑹ 日程
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8月6日（火）全体会＆授業実践研究会
・受付 9：00～9：30
・全体会 9：30～10：00
・授業実践研究会

提案① 10：15～11：15
提案② 11：30～12：30

8月7日（水）創造体験研修会
・受付 9：00～9：30
・研修会（前半） 9：30～12：00
・昼食 12：00～13：00
・研修会（後半） 13：00～15：30
・後片付け 15：30～16：00

⑺ 内容
授業実践研究会
4つの分科会、8つの提案に分かれ、それ
ぞれのテーマに基づいた授業実践発表を行い、
児童生徒の学びを検証した。
創造体験研修会
5つの分科会に分かれ、それぞれの分科会
のテーマに基づいた基礎的な実技研修として
創造的・開発的な造形体験をワークショップ
形式で行った。

Ⅳ 児童生徒美術展の開催
1 身体障害者福祉のための第61回埼玉県小・中
学校児童生徒美術展覧会
⑴ 主催 社会福祉法人身体障害者福祉協会
共催 埼玉県美術教育連盟

⑵ 地区審査
県下10地区で地区審査が行われ、入選・特
選作品が選ばれた。
⑶ 中央審査
令和元年8月22日（木）埼玉県障害者交流
センターで地方審査特選作品750点の中から、
特別賞68点が選ばれた。

⑷ 展覧会期・会場
会期 令和元年10月19日（土）・20日（日）
会場 東松山市南地区体育館

2 第54回郷土を描く児童生徒美術展
⑴ 主催 埼玉県

埼玉県校外教育協会
埼玉県教育委員会
埼玉県芸術文化祭実行委員会

共催 さいたま市教育委員会

埼玉県市町村教育委員会連合会
埼玉県美術教育連盟

⑵ 地区審査
県下10地区で地区審査が行われ、入選作品
約9000点・特選作品約1000点が選出された。

⑶ 中央審査
令和元年10月11日（金）本庄市立本庄東小
学校において地区審査で選ばれた特選作品約
1000点の中から、埼玉県知事賞120点が選ば
れた。
⑷ 展覧会期・会場・表彰式

会期 令和元年11月30日（土）・12月1日（日）
会場 本庄市立本庄東小学校
表彰式 11月14日（木）埼玉会館において

知事賞作品は展示され表彰される。
（小学校60点中学校60点）

3 第60回埼玉県小・中学校児童生徒美術展
⑴ 主催 埼玉県教育委員会

さいたま市教育委員会
埼玉県市町村教育委員会連合会
埼玉県美術教育連盟

⑵ 展覧会期・会場
会期 1月下旬～2月上旬
会場 県下10地区10会場

4 第60回埼玉県小・中学校児童生徒美術展
第12回中央展覧会

⑴ 主催 埼玉県教育委員会
さいたま市教育委員会
埼玉県市町村教育委員会連合会
埼玉県美術教育連盟

⑵ 展覧会期・会場
会期 令和2年2月15日（土）・16日（日）
会場 埼玉県立近代美術館

⑶ 地区審査
各地区で開催される第60回埼玉県小・中学

校児童生徒美術展の出品作品のうち、特選作
品の中から特に優れた作品を考慮し、展示公
開する。
（全県で平面作品100点・立体作品100点）
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